
人口と世信
5月1日現在( )内は対前年同月比

・人口 132.893人 (+ 199人)
[うち外国人912人]

男 65.946人(ー39人)
女 66.947人 (+238人)

・世 帯 51.834世帯 (+591世帯)

※住民基本台帳人口・世帯に外国人登録者
数・世帯数を加えた数値です。
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ABl陶チャレンジ、場者ータ2QQS
参加者を募集。

「

A
B
l
k
O
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
ウ
オ
l
ク
2
0
0
6
」
を
、
今
年
も
8
月
に
行
い
ま
す
。
茨
城
県
の
筑

渡
山
か
ら
我
孫
子
市
ま
で
3
泊
4
日
の
日
程
で
、
子
ど
も
た
ち
が
6
5
ア
人
の
班
ご
と
に
徒
歩
で
ゴ
I
ル

を
め
ざ
す
旅
で
す
。
コ
ー
ス
や
食
事
な
ど
は
子
ど
も
た
ち
が
話
し
合
い
で
決
め
、
野
外
泊
の
場
所
も
自
分

た
ち
で
交
渉
。
旅
の
途
中
で
は
、
避
ひ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
体
験
活
掛
に
も
積
極
的
に
参
加
し
ま
す
。

(
写
真
は
昨
年
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
ウ
オ
l
ク
)

チ
ャ
レ
ン
ジ
・
ウ
オ
I
ク
は
、
自

然
体
験
、
社
会
体
験
を
と
お
し
て
子

ど
も
た
ち
に
自
主
性
や
協
調
性
、
忍

耐
力
を
身
に
つ
け
て
も
ら
お
う
と
、

昨
年
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

日
程

8
月
包
日
同
か
ら
幻
日
側

(
3泊
4
日
)

。
ス
タ
ー
ト
・
:
①
か
ら
③
の
い
ず
れ

か
の
場
所
を
各
班
が
選
択

①
筑
波
山
神
社
駐
車
場

②
旧
筑
波
鉄
道
筑
波
駅

か
ん
か

③
平
沢
官
街
遺
跡

。
ゴ
l
ル
:
・
ア
ピ
ス
タ

対
象
市
内
在
住
ま
た
は
在
学
で
、

1
9
9
0
年
4
月
2
日
か
ら
1
9
9

6
年
4
月
1
固
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

で、

3
日
間
の
参
加
者
研
修
会
に
参

加
で
き
る
方

※
健
康
チ
ェ
ッ
ク
の
結
果
に
よ
り
、

募集説明会
1回目・5月21日但件後2聞から、アビスタ

2回目…6月3日出午前10聞から、湖jじ地区公民館

※申し込みは不要です。直接会場へお越しください。

※説明会は約1時間30分です。

※募集説明会に参加しなくても申し込みはできます。

参
加
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

募
集
人
員
男
女
必
人
以
内
(
男
女

別
に
1
班
7
人
で
計
6
班
)

※
班
編
成
の
都
合
に
よ
り
、
班
数
が

減
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
子
ど
も
の
安
全
を
守
る
た
め
、
各

班
に
は
研
修
を
受
け
た
大
人
(
ガ
ー

デ
ィ
ア
ン
)
が
1
名
、
全
行
程
に
同

行
し
ま
す
。
た
だ
し
、
見
守
り
に
徹

し
て
、
原
則
と
し
て
子
ど
も
た
ち
の

申し込み万法
ハガキまたはEメールで住所、本人と保護者の氏

名、電話番号、本人の性別、学校名・学年(または

年齢)を明記し、 6月9日必着で〒270・1166我孫子

1684教育委員会社会教育諜EメーJlJsyakailくyouiku
@city.abilくo.chiba.jpヘ
※昨年の参加者も応募できますが、応募者多数の場合

は、初めての方を優先し、男女・学年・住所別に分け

て、 6月13日側午後5時から教育委員会で公開抽選。
行
動
に
口
は
出
し
ま
せ
ん
。

参
加
費

6
4
0
0
円

※
他
に
生
活
費
2
4
0
0
円
が
必
要
J

主
催
我
孫
子
市
(
子
ど
も
総
合
計

画
推
進
本
部
)

圃

A
B
I
K
O
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
ウ

オ
l
ク
2
0
0
6
実
行
委
員
会
事
務

局
(
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
内
)

宮

7
1
8
5
・
1
6
0
4

参加者研修会
場所と時聞は後日お知らせ

します。

①7月2日但)①7月17日制

①10月15日但)

10 

の
Jレ

Jレ

①
8
月
U
A
日
同
に
、
班
ご
と
に
選
択

し
た
ス
タ
ー
ト
地
点
か
ら
出
発
し
、

幻
日
倒
午
後
4
時
か
ら
5
時
の
間
に

ア
ピ
ス
タ
に
ゴ
ー
ル
す
る
。

②
全
行
程
を
歩
い
て
移
動
す
る
。

(
つ
く
ば
市
内
循
環
パ
ス
の
み
利
用

可
)

③
野
外
泊
を
基
本
と
す
る
。

④
生
活
費
(
所
持
金
)
は
、

1
日
6

0
0
円、

3
泊
4
日
で
2
4
0
0
円。

⑤
活
動
範
囲
は
、
原
則
と
し
て
つ
く

ば
市
、
つ
く
ぼ
み
ら
い
市
、
牛
久
市
、

守
谷
市
、
取
手
市
、
我
孫
子
市
。

⑤
携
帯
用
ゲ
I
ム
機
、
携
帯
電
話
、

C
D
、
M
D
な
ど
の
機
器
は
持
っ
て

こ
な
い
。

⑦
1
日
1
回
は
、
必
ず
米
飯
で
自
炊

す
る
。

③
ス
タ
ー
ト
か
ら
ゴ

I
ル
ま
で
、
保

護
者
や
他
の
班
と
接
触
し
な
い
。

⑨
旅
の
途
中
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ

ベ
ン
ト
や
体
験
的
学
習
に
挑
戦
す
る
。

⑮
午
後
7
時
以
降
か
ら
日
の
出
ま
で

の
ナ
イ
ト
ウ
オ
l
ク
は
行
わ
な
い
。

回イシドの闘を感じる
講演会とインド舞踊
アjレピン・シーンさん(写真)が

日本語でインドを語り、我菰子の舞

踊家がインド舞踊を踊ります。

日時・場所 6月2日幽午後1時30分
から3時30分、アビスタホーjレ

内容 ①ビデオ上映 ①講演「インドの生活と文

化J…アjレピン・シーンさん(デリー大学講師)

③インド舞踊・児玉貴子さん(インド古典舞踊家)

申し込み不要(直接会場ヘ)参加鏑料

主催 あぴこ楽枝協議会、我孫子市国際受流協会

固 あぴこ楽枝協議会事務局(生涯学習担当内)

ft7182・0622

犯罪のない美しいまちを維持するため!こ

鼻息底醐」隠去捌 l温 固l脇蓑集
犯罪が起きにくい良好な環境やまちの美観を維持するた の中心が市内で、市内在住・在勤・在学の20歳以上の方

め、路上などにある風俗関係やその他の違反広告物の除去 2人以上で構成される団体

活動をボランティアで行っていただける個人と団体を募集 ※登録された個はと団体は講習会を受けていただきます。

します。 登録期間 2008年3月31日まで (2年間)

市では、これまでも防犯協議会と協力し、定期的にパ卜 報酬無報酬

ロールを行い違反広告物を除去して成果をあげてきました。 申し込み 所定の申請書(市役所道路謀、各行政サービス

この登録制度は、昨年12月に制定された生活安全条例 センターに用意)に必要事項を明記し、必要書類を添えて

に基づくものです。違反広告物の除去活動をより強化する 5月31日必着で〒270・1192市役所道路諜(住所省略

ため市に登録した市民や団体などが地域で自主的に除去活 可)ヘ郵送または持参

動を実施できるようにしました。 必要書類 ①除去活動計画書 ②除去物の一間保管場所を

対象 違反広告物除去サポーター…市内在住・在勤・在学 示す図面@違反広告物除去サポート団体は構成員名簿

の20歳以上の個人違反広告物除去サポート団体・活動 国道路諜・内線532

てしざめを実現の社会jレクイサ
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税制改正により、初06(平成18)年度分の市民税と県民税が次のとおり

改定されました。今回の改定は、世代聞の公平を図る観点から、特に65歳

以上の方の税負担が増える内容になっています。

固思税思・内線335

固定率減税の縮小
1999年度に景気対策として導入された定率による税額控除(定率減税)は、控除率と

控除隈度額が2分の1に縮減されました。

2005年度

所得割額の 15%(上限4万円)

2006年度

所得割額の7.5%(上限2万円)

t1 a 
市
民
危
機
管
理
対
策
会
議
条
例
案

条
例
制
定
の
目
的

意
見
の
提
出
方
法
・
期
限

第 1165号

「
武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
国

民
の
保
護
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る

法
律
(
国
民
保
護
法
)
」
に
基
づ
く

危
機
対
策
を
、
地
震
な
ど
の
防
災
対

策
と
あ
わ
せ
て
検
討
す
る
た
め
、
(
仮

称
)
市
民
危
機
管
理
対
策
会
議
を
設

置
す
る
条
例
を
制
定
す
る
も
の
で
す
。

条
例
案
の
公
表

U

公
表
期
間

5
月
お
日
開
ま
で

閲
覧
場
所
市
民
安
全
室
(
本
庁
地

階
)
、
行
政
情
報
資
料
室
、
各
行
政

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
我
孫
子
駅
前

行
政
連
絡
所
、
ア
ピ
ス
夕
、
湖
北
地

区
公
民
館
、
市
民
プ
ラ
ザ

※
市
ホ
l
ム
ペ
l
ジ
に
も
掲
載
。

提
出
さ
れ
た
意
見
の
概
要
と
意
見

に
対
す
る
市
の
考
え
方
を
、
市
ホ
ー

ム
I
ジ
と
閲
覧
場
所
で
公
表
し
ま
す
。

意
見
に
よ
り
条
例
案
を
修
正
し
た

と
き
は
、
修
正
内
容
も
公
表
し
ま
す
。

圃
市
民
安
全
室
・
内
線
2
1
7

郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
、

E
メ
l
ル、

持
参
の
い
ず
れ
か
で
、
住
所
、
氏
名
、

条
例
案
へ
の
意
見
を
明
記
し
、

5
月

mm
日
必
着
で
一
T
2
7
o
l
-
-
9
2

市
役
所
市
民
安
全
室
(
住
所
省
略
可
)

附

7
1
8
5
・
5
7
7
7
E
メ
I
ル

各

5
5
8
N
g
@
a
q
-
ω
E
W
0・

n
F
5
2匂
へ

い
た
だ
い
た
意
見
へ
の
対
応

園 65歳以上の方の控除の廃止
65歳以上で前年の合計所得金額が1000万円以下の方に適用されていた老年者控除(48

万円)が廃止されました。

園老年者非課税措置の廃止
65歳以上で前年の合計所得が125万円以下の方の非課税措置が段階的に廃止されます。

ただし、昭和 15年1月2日以前生まれで前年の合計所得金額が125万円以下の方は、

2006年度と 2007年度に減額措置があり、税額が下表のとおりとなります。

2005年度 2006年度 2007年度 2008年度

所得割額の 所得割額の
3分の2を減額 3分の1を減額

保健福紐ザーヒスの苦情解決制度

2005年度の利用状況

市
の
保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
苦
情

解
決
制
度
は
、
①
保
健
福
祉
サ
ー
ビ

ス
調
整
委
員
(
オ
ン
ブ
ズ
パ

I
ソ
ン
)

に
よ
る
解
決
、
②
保
健
福
祉
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
各
担
当
課
・
施
設
に

よ
る
解
決
、
③
福
祉
総
合
相
談
室
に

所得割額の全額課税

均等割額の全額課税
均等割額 1300円 均等割額2600円

( )()(4000円 i市民税:1000円 市民税:2000円 ， ‘ 
l市民税:3000円1

県民税:300円 県民税:600円 (:~~~ ~~~~ ~ 1 i県民税:1000円l

非課税

非課税

所得割

均等割

園生計同ーの妻に対する均等割非課税措置の廃止

市内に住所を有することにより、均等割の納税義務を負う夫と生計をーにする妻に対す

る市民税・県民税の均等割非課税措置が鳳tされました。
所得が31万5000円(例:パート収入が年間96万5000円)を超える場合は、均等

割が課税されます。

2005年度

経過措置として2分の1が課税

均等割2000円
(市民税 1500円・県民税500円)

2006年度

全額課税

均等割4000円
(市民税3000円・県民税 1000円)

よ
る
解
決
の

3
種
類
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
制
度
は
2
0
0
1
年
度
に
始

ま
り
、
こ
れ
ま
で
に
5
件
の
申
し
出

が
あ
り
ま
し
た
(
左
表
参
照
)
。

2
0
0
5
年
度
は
、
苦
情
解
決
制

度
の
利
用
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

申
し
出
に
は
迅
速
に
対
応
し
ま
す
の

で
、
市
が
提
供
す
る
保
健
福
祉
サ
ー

ビ
ス
に
苦
情
や
不
満
な
ど
が
あ
り
ま

回公的年金控除の見直し
65歳以上の方 (2006年度の場合、昭和 16年1月1日以前生まれ)の公的年金等控

除額の算出方法カヤ下表のとおり変更されました。

2005年度

公的年金等の
収入金額 (A)

260万円未満 140万円

-460万円未満 Ax25%+75万円

-820万円未満 Ax 15%+ 121万円

820万円以上 Ax 5%+203万円

し
た
ら
、
各
担
当
課
・
施
設
ま
た
は

福
祉
総
合
相
談
室
(
オ
ン
ブ
ズ
パ

l

ソ
ン
事
務
局
)
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の

苦
情
や
不
満
、
要
望
な
ど
を
大
切
な

メ
ッ
セ
ー
ジ
と
受
け
止
め
、
サ
ー
ビ

ス
の
改
善
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

圃
福
祉
総
合
相
談
室
・
内
線
3
9

3
 

これまでの申出件数と対応
①の申し出…2件 (02、03年度巴各1件)

対応・調整委員が申立者から意見の聞き取りゃ担

当課への謂査と審査を行い、結果を申立者に通知

するとともに、担当課へは検討すべき点などの意

見表明がありました。

この意見表明を受けて、担当課は保健福祉サー

ビスについて従来より利用しやすい方向に改善し

ました。

②の申し出…1件 (02年度)

対応・制度について再検討を行い、助成対象者に

ついて年齢範囲を拡大しました。

③の申し出…2件 (01、03年度巴各1件)

対応・施設利用者への対応サービスの見直しゃ、

制度利用対象者の範囲を拡大しました。

2006年度

公的年金等の
収入金額 (B)
330万円未満 120万円

-410万円未満 Bx25%+ 37万50∞円

-770万円未満 Bx15%+78万50∞円

770万円以上 Bx 5%+155万50∞円

公的年金等控除額公的年金等控除額
遭港駐.肱
みん協の
穆惑!

違
法
駐
車
は
、
円
滑
な
交
通
の
流

れ
を
妨
げ
る
だ
け
で
な
く
、
緊
急
車

両
の
通
行
の
妨
げ
と
な
り
ま
す
。
ま

た
、
歩
行
者
や
自
転
車
が
道
路
を
横

断
す
る
時
に
は
、
死
角
に
な
る
こ
と

か
ら
、
交
通
事
故
の
原
因
に
も
な
っ

て
い
ま
す
。
「
少
し
だ
け
な
ら
;
」
「
自

分
だ
け
な
ら
:
・
」
な
ど
の
考
え
が
違

法
駐
車
を
招
き
、
道
路
利
用
者
の
障

害
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
が
交
通
ル
I
ル
や
マ

ナ
ー
を
守
り
、
違
法
駐
車
を
な
く
し

ま
し
ょ
h

つ。

圃
我
孫
子
警
察
署
宮
7
1
8
2
・

0
1
1
0
、
市
役
所
市
民
安
全
室
・

内
線
4
8
6

ま志の環蟻官金パト口-/l

環績安全指導員を募集
緑1丁目の地区計画原案を縦覧

勤務時間 1日6問問、月 20目前

後(午前6聞から午後O時30分と

午後2時から8閏までの斐替制)

賃金月額 17万6000円(通勤手

当別途支給)

瀧方法面接(日程は鍛連絡)

申し込み履歴書(写真貼付)に必

要事項を明記し、を5月26日まで

にクリーンセンターへ本人が持参

固クリーンセンターc7187・00

15 

歩きタバコの禁止や犬のふん害防止

などの啓発・指導を強化するため、市

では環境安全指導員(嘱託職員)を募

集します。

対象・定員警察職員OB、警備員経

験者またはそれに準ずる経験をお持ち

の64歳までの方、 5人

臨務内容主にJR駅周辺での路上喫

煙禁止の啓発と指導

任期 6月初旬から2007年3月31

日(更新あり)

限、敷地面積の最低限度な芯建築の際のjレー

ルを定めるものです。

※アンケー卜の回収率は83%で、各項目で
7割から8割台の賛成が得られています。
縦覧期間 5月16日開から30日開午前9

聞から午後5時(土・日曜日を含む)

縦覧場所都市計画課

意見書の提出 地区計画区域の土地の所有者

とその土地に利害関係を有する方は、地区計

画の原案について、 6月6日側までに意見書
を提出すること力守きます

園都市計画課c7185・1529

市では、緑1丁目の地区計画の原案を縦覧

します。

緑1丁目の一部の地域は、手賀沼や斜面林

と一体となって良好な景観を形成し、周囲に

は、文化的・歴史的な遺産も有しています。

今後も、これらと調和した住宅地を主体とし

て保全していくことが求められています。

緑1丁目地区の方々 との懇談会や説明会で

寄せられた意見と、権利者を対象に行ったア

ンケー卜の結果を踏まえ、地区計画を定める

ことにしました。

地区計画は、建築物などの高さや用途の制

市役所の代表電話番号宮 7185-1111 市ホームページのアドレス http://www.city.abiko.chiba.jp自 は「あぴこ楽校Jの事業です。
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包子育てむミナー

元気巴スワスヮ 館
山学絞2年~6年コース

日
時
・
内
容
①
6
月
6
日

ω・
②

6
月
日
日
働
:
・
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
、

「心
通
い
合
う
、
親
子
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
」
(
講
師
:
・
白
石
仁
美

さ
ん
〈
親
業
訓
練
シ
ニ
ア
イ
ン
ス
ト

-ー-
.. 
ti 

ラ
ク
タ
I
)
)

③
6
月
勾
日
同
:
・

食
育
に
つ
い
て
(
講
師
:
・
加
津
間
八

重
子
さ
ん
〈
学
校
教
育
課
学
校
給
食

担
当
〉
)
④
6
月
沼
田
岡
・
⑤
7

月
7
日
働
:
・
「
い
い
お
母
さ
ん
っ
て

な
ん
だ
ろ
う
つ
」
、
「
会
話
の
楽
し

さ
」
(
講
師
:
・
阿
部
淑
美
さ
ん
(
コ

ー
チ
ン
グ
講
師
)
)
い
ず
れ
も
午
前

9
時
回
分
か
ら
日
時
初
分

場
所
ア
ピ
ス
タ
(
参
加
無
料
)

対
象
・
客
員
小
学
校
2
年
生
か
ら

6
年
生
の
保
護
者
、
却
人
(
応
募
者

多
数
の
場
合
は
抽
選
)

※
託
児
あ
り

(
2
歳
以
上
)
。

申
し
込
み
ハ
ガ
キ
ま
た
は
フ
ァ
ク

ス
で
講
座
名
、
住
所
、
時
得
電
話

番
号
を
明
記
し
、

5
月
辺
日
必
着
で

一T
2
7
O
I
l
l
4
7
若
松
お
の
4

我
孫
子
地
区
公
民
館
開
7
1
6
5
・

6
0
8
8
 

圃
我
孫
子
地
区
公
民
館
宮
7
1
8

2
・
0
5
1
1
へ

怠

問
問
幽
凶
開
閉
回
国
• 

四
国
間
開
制
附
図

市
内
に
は
、

1
団
本
部
に
6
方
面

隊
幻
分
団
が
あ
り
ま
す
。

「自
分
た
ち
の
住
む
街
は
、
自
分

た
ち
の
手
で
守
る
」
と
い
う
精
神
の

も
と
、
地
域
防
災
の
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
、
各
消
防
機
具
庫
を
拠
点
に
活
動

し
て
い
ま
す
。

消
防
団
員
は
自
分
の
仕
事
を
持
ち

な
が
ら
、
い
ざ
災
害
が
発
生
す
る
と
、

消
防
職
員
と
と
も
に
市
民
の
皆
さ
ん

の
生
命
や
財
産
を
守
り
ま
す
。

消
防
団
で
は
、
団
員
を
募
集
し
て

規
帯。

藷控
合寄
与霊
ヲ;長
を
募
集

「
構
造
改
革
特
別
区
域
(
構
造
改

革
特
区
)
」
は
、
地
域
の
特
性
に
応
じ
、

教
育
、
研
究
開
発
、
農
業
、
福
祉
な

ど
の
分
野
で
、
法
令
で
禁
止
・
制
限

さ
れ
て
い
る
も
の
を
緩
和
す
る
こ
と

に
よ
り
、
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が

る
事
業
を
実
施
す
る
も
の
で
す
。

国
へ
の
構
造
改
革
特
区
の
提
案

国
の
さ
ま
ざ
ま
な
規
制
が
経
済
活

動
や
公
正
な
競
争
の
妨
げ
に
な
っ
て

い
る
と
き
は
、
だ
れ
で
も
、
直
接
、

固
に
対
し
て
規
制
緩
和
の
ア
イ
デ
ア

を
提
案
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

2
0
0
2年
7
月
の
第
1
次
か
ら

昨
年
叩
月
の
第
8
次
ま
で
の
募
集
で

は
、
全
国
か
ら
2
8
7
6
件
が
提
案

い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
消
防
団
に
参
加

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象
市
内
在
住
の
四
歳
以
上
の
男

女
で
健
康
な
方

圃
瞥
防
課
宮
7
1
8
1
・
7
7
0

唱
ム

さ
れ
て
い
ま
す
。
固
で
は
、
引
き
続

き、

2
0
0
6
年
度
の
提
案
を
受
け

付
け
ま
す
。

募
集
後
、
国
は
関
係
省
庁
と
協
議

し
、
実
施
が
決
定
さ
れ
た
提
案
は
、

関
係
法
令
な
ど
が
改
正
さ
れ
ま
す
。

募
集
期
間

6
月
と
特
区
推
進
室
が

定
め
る
月
(
未
定
)
の
年
2
回

募
集
要
領
首
相
官
邸
・
構
造
改
革

特
別
区
域
推
進
本
部
の
ホ
l
ム
ペ
ー

ジ
F
2
q
¥
¥毛
4
毛
片

E
z
-
-
m
0・
号
¥

号
¥
帥

5
m
-
¥
W
O
E
g
c
N
¥
o
g
E
B
¥

。。。
ω
包¥。。。
ω
ピ
σ0印
可

C-zs-

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
市
ホ
l
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

構
造
改
革
特
区
を
活
用
し
た

事
業
の
提
案
は
市
へ

‘2006年度消防団の
役員・分団長

職 名 氏名 主な受け持ち区域
団 長 飯田和行 一
副団長 大星久雄 一

団
~ 吉田喜一郎 一

本部
~ 飯尾利雄 一

第1方面隊長 一 第1-4分団
役 第2方面隊長 岡田信之 第5-7分団
員 第3方面隊長 坂本 忠 第8-10分団

第4方面隊長 千浜 忠 第11-13分団
第5方面隊長 田口寿美雄 第14-17分団
第6方面隊長 杉山正雄 第18-21分団

第
第1分団長 木川恵一 本町、我孫子、白山
第2分団長 内藤勝信 栄、寿、並木、若松

方 第3分団長 寺田靖浩 柴崎、柴崎台
面

第4分団長 岩内謙司 青山、青山台
第 第5分団長 梅谷直史 下ケ戸、天王台
2 第6分団長 染奇 武 開発戸、都部方
函 第7分団長 荒井恵介 高野山、天王台
第 第8分団長 鹿内昭男 根戸、台田
3 第9分団長 飯田隆之 久寺家、つくし野方
面 第10分団長 中野義明 久寺家、布施
第 第11分団長 中村正樹 中峠、湖北台
4 第12分団長 星野保則 中峠方
面 第13分団長 石井典男 中里、湖北台

第
第14分団長 染奇智毅 古戸、中峠

5 第15分団長 大谷 稔 日秀、日秀新田
方 第16分団長 田口 忠 新木、日秀
面

第17分団長 田口 計 新木、新木野

第
第18分団長 野口秀郎 布佐、江蔵地

6 第19分団長 新堀 仁 布佐平和台
方 第20分団長 佐藤健治 布佐、布佐1丁目
面

第21分団長 竹井盟智 布佐、都、布佐酉町

豊
乳がん集団検診

(マンモグラフィ検査)

日
時
・
場
所

6
月
四

日
開
・
初
日

ω・
mm
日

側
・

2
日

ω・
お
日
制
・

初
日
働
の
午
前
・
午
後
、

保
健
セ
ン
タ
ー

対
象
・
定
員
市
内
に

住
民
登
録
・
外
国
人
登

固
に
出
さ
れ
た
提
案
の
う
ち
、
昨

年
日
月
ま
で
に
4
9
8
件
が
認
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

す
で
に
認
定
さ
れ
た

「構
造
改
革

特
区
」
(
首
相
官
邸
ホ
I
ム
ペ

I
ジ

参
照
)
を
活
用
し
て
、
我
孫
子
市
で

事
業
を
実
施
し
よ
う
と
す
る
方
は
、

市
に
計
画
案
を
提
出
し
ま
す
。

市
は
、
提
案
が
ま
ち
の
活
性
化
に

つ
な
が
る
か
ど
う
か
を
判
断
し
、
国

へ
申
請
す
る
か
ど
う
か
を
決
め
ま
す
。

募
集
期
間
随
時
受
け
付
け

提
案
方
法
別
紙
に
①
提
案
者
の
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
②
提
案
目

的
、
③
活
用
す
る
構
造
改
革
特
区
(
特

定
事
業
)
の
名
称
、
④
事
業
内
容
を

明
記
し
、
一
T
2
7
O
l
l
l
9
2
市

役
所
企
画
調
整
担
当
(
住
所
省
略
可
)

へ
郵
送
ま
た
は
持
参

※
E
メ
I
ル件
O
W
F
-
@
2
Q
-曲
-uFW0・

n
E
E
-
V
で
の
提
案
も
可
。

圃
企
画
調
整
担
当
・
内
線
2
1
1

録
し
て
い
る

ω歳
以
上
の
女
性
、

1

2
0
0人

※
昭
和
必
年
3
月
旦
日
以
前
に
生
ま

れ
た
方
。

費
用

5
0
0
円
(
医
療
受
給
者
証
、

高
齢
A
桑
者
証
を
お
持
ち
の
方
、
世

帯
全
員
が
侃
年
度
市
県
民
税
非
課
税

の
方
、
生
活
保
護
世
帯
の
方
は
無
料
)

申
し
込
み
・
圃
ハ
ガ
キ

(
1
人
1

枚
・
連
名
不
可
)
に
住
所
、
氏
名
、

生
年
月
日
、
電
話
番
号
を
明
記
し
、

5
月
お
日
必
着
で
一
T
2
7
o
l
-
-

3
2
湖
北
台
1
の
ロ
の
凶
保
健
セ
ン

タ
ー
宮
7
1
8
5
・
1
1
2
6
(
フ

ァ
ク
ス
は
不
可
)

※
世
帯
全
員
が
何
年
度
市
県
民
税
非

課
税
の
方
は
、

6
月
日
固
ま
で
に
保

健
セ
ン
タ
ー
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
受
診
者
に
は
、

6
月
上
旬
に
「
検

診
の
案
内
」
を
送
付
し
ま
す
。

※
乳
が
ん
検
診
は
、
ロ
月
末
ま
で
市

内
委
託
医
療
機
関
で
も
受
診
で
き
ま

す。

国や特殊法人への要望などをお寄せください

春季行政相談強調週間
5月22日(月)""'5月28日(日)

行政相談制度は、年金、医療保険、労働災害、登記事務、道路、窓口サービスなと冒の

行政機関や特殊法人の仕事について、「こうして欲しいJi苦情を申し出たが、説明に納得

がいかないJといった皆さんの意見や要望をお聞きし、問題の解決や要望の実現をめざす

ものです。

行政相談強調週間は、この制度を皆さんに知っていただくために、全国で行われます。
@行政相談は毎月第4木曜日

市では毎月第4木曜日に、行政相談委員による行政相訟を行っています。
皆さんの声力情政サービスの向上につながりますので、お気軽にご利用ください。費用

l撫料で、秘密は厳守されます。

日時・蝿所 5月25日開午前 10時から正午、市民相談室(市役所本庁2階)

横議委員重松恵美子さん・松本新子さん(総務大臣から委嘱)

。インタ一字、ソトでも相談を

総務省千葉行政評価事務所では、電話、ファクス、インターネッ トで相談を受けていま

す。

連絡先電話(行政相談苦情 110番)…00570・090110、ファクス…開043・246-98
29、ホームページ…http://www.soumu.go.jp/kanku/kanto/chiba.html
固秘書課07185-1714

6月1日は人権擁護委員の日

全国一斉に特設人権相談所を開設
全国人権擁護委員連合会では、 6月1日を「人権擁護委員の日Jと定め、「育

てよう一人一人の人権意識~思いやりの心-かけがえのない命を大切にJを重点

目標に、基本的人権の擁護と人権思想の普及などの活動を行っています。

今年も、 「人権擁護委員の日Jに、全国一斉に特設人権相談所力潤設されます。

我孫子市でも、法務大臣が委嘱した人権擁護 V市内の人権擁護委員

委員による特設人権相談所を開設します。

また、この日以外にも、毎月第4木曜
日に市役所西別館2階相談室で開設して
います。相談は無料で、秘密は固く守ら

れますので、気軽にご相談ください。

側設人権棺談

日時・蝿所 6月1日開午前 10時から午後3問、市役所西別館2階相談室

申し込み・固電話で生活支援諜・内線377

氏 名 電 話

表 てる子 7185・0396
中野てる子 7182・23ω
蒲田知子 7184-12邸

後藤周一 7189・0585
酒井正宣 7188-∞初

献血に

ご協力を

日
時

6
月
1
日
同
午
前
9
時

却
分
か
ら
日
時
品
分
、
午
後
1

時
か
ら
3
時
却
分

場
所
市
役
所
1
階
ロ
ピ
l

対
象
体
重
:
・
男
性
必
均
以

上
・
女
性
mw
均
以
上
、
年
齢
:
-

vmlω
歳
(
臼
歳
以
上
の
方
は
、

ω
i臼
歳
に
献
血
経
験
が
あ
る

方
)

持
参
献
血
手
帳
、
身
分
証
明

書
(
免
許
証
、
健
康
保
険
証
な

ど
)

園
生
活
支
援
課
・
内
線
3
7

7
 

災害専用電話(台風や大雨で災害が発生したとき)ft 7185・1743防災行政無線放送テレホンサービス(放送内容を確認したいとき)ft 0120-031676 ζ剃踊(eeぃ
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J

・
-ヘ/-
道
。

S
チ

ぐ
イ

事
A
F

今
小

関
/

新
木
地
区
に
は
、
「
か
ま
く
ら
道
」

と
呼
ば
れ
る
古
道
が
残
っ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
こ
の
か
ま
く
ら
道
に
ネ
イ

チ
ャ
l
イ
ン
し
ま
す
。

風
薫
る
初
夏
、
い
に
し
え
の
道
を

巡
り
な
が
ら
我
孫
子
の
自
然
に
触
れ

て
み
ま
せ
ん
か
。
途
中
、
史
跡
あ
と

な
ど
も
訪
れ
ま
す
。

日
時
・
集
会
場
所

5
月
沼
田
側
、

新
木
駅
南
口
午
前
9
時
却
分
(
正
午

湖
北
駅
南
口
解
散
予
定
)
〈
小
雨
実

第 1165号

第3回

-ー-
里山シシボヲワム

環境レンジャーが
ご案内します

里山は、人々 の生活に育まれた森林や草地、畑、水田です。人と自然と文化が一

体となって美しい環境をつくりだしています。
千葉県ではこうした里山の環境を守り、次世代に引き継ぐため、 2003年5月18

日に「千葉県里山条例Jを制定しました。この日を「里山の日J、新緑が美しい5
月を「里山月間Jと定め、ちぱ里山フェスティパル「里山シンポジウムJを行って
います。

施
)

参
加
費
無
料

持
参
筆
記
用
具
、
飲
料
水

※
歩
き
や
す
い
服
装
と
は
き
慣
れ
た

靴
で
ご
参
加
を
。

主
催
我
孫
子
市
環
境
レ
ン
ジ
ャ
ー

申
し
込
み
・
圃
電
話
で
手
賀
沼
謀

.
内
線
5
6
8

※
開
催
の
有
無
は
、
当
日
の
午
前
7

時
却
分
か
ら
テ
レ
ホ
ン
ガ
イ
ド
宮
0

1
8
0
・
9
9
3
・
1
7
3
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

包
初
夏
の
欝
定
教
室
の

参
加
者
を
募
集

市
で
は
、
。
花
と
緑
あ
ふ
れ
る
ま

ち
づ
く
り
4

を
進
め
る
た
め
、
家
庭

樹
木
の
慧
教
室
を
開
催
し
そ

日
時
・
内
容
表
参
照

場
所
講
義
:
・
ア
ピ
ス
夕
、
実
技
:
・

手
賀
沼
公
園
(
雨
天
時
は
翌
週
の
日

曜
日
に
延
期
)

コース 講. 実技番号

① 
6月18日(日)

6月11日(日) 9:30 -11 :30 
』ーーーー 9:羽-11 :30 

② 
①①共通 6月18日(日)

13:30-15:30 

V日時と内容

f里山とゴミjメイン会場:八平代市市民会館
日時 5月20日出午前10時から午後5時

内容 分科会(午前10時から正午)…「里山と残土・産廃Ji里山と生物ピオ卜ー

プJi里山と年農業J全体会(午後1聞から) 講演「里山を急かす上勝町の戦

略J""'彩り産業とゴミ作戦~、講師・星場虞人さん(徳島県上勝町役場参事)
パネjレディス力、ソション…「里山に託す私たちの未来:里山とゴミJ パネリス

ト:大槻幸一郎さん(千葉県副知事)、井村弘子さん(残土・産廃問題ネッ トワー

クちぱ事務局長)、林秀ーさん(市原市在住)、皇場虞人さん コーディネータ

ー:藤原寿和さん(廃棄物処分場問題全国ネットワーク)

参加費無料
固里山シンポジウム実行委員会事務局c03・3824・6071ホームページhttp://ww

w.jgoose.jp/satochiba 

内
容
病
筈
虫
の
講
義
と
生
け
垣
や

花
木
類
の
跨
定
実
技

講
師
樹
木
医

客
員
各
コ
l
ス
却
人
(
応
募
者
多

数
の
場
合
は
抽
選
)

参
加
費

1
0
0
0
円

主
催
我
孫
子
市

申
し
込
み
往
復
ハ
ガ
キ

(
1
人
1

枚
)
に
「
野
定
教
室
」
、
希
望
の
コ

ー
ス
番
号
(
第
2
希
望
ま
で
)
、
住

所
、
器
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
返

信
あ
て
先
(
氏
名
に
は

「様
」
を
記

入
)
を
明
記
し
、

5
月
M
日
必
着
で

干

2
7
O
l
l
l
9
2
市
役
所
公

園
緑
地
課
(
住
所
省
略
可
)
へ

圃
公
園
緑
地
諜
・
内
線
5
4
5

※
駐
車
台
数
に
限
り
が
あ
る
た
め
、

車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

f里山と谷津守人j我孫予会場:近隣センターこもれぴ
日時 6月3日凶午前10時から午後1閏

内容講演…「谷津の自然の魅力と、それ

を守り育てるためにJ講師・浅間茂さん
(千葉県生物学会謂査研究部長) 報告・・

谷津学校生が見た「ニホンアカガエルの復

活J 現地見学・岡発戸の谷津でニホンア

カガ工ルの生息地を見学(小雨実施)

定員先着100人

参加費無料

申し込み不要(直接会場へ)

固手賀漉1.内線465 企ニホンアカガエル (岡発戸谷津で)

小中学生!こボランテイアを
受け入れ団体や施設を募集

。懇談会!こもご参加をO

市
で
は
、
小
中
学
生
が
気
軽
に
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
が
で
き
る
よ
う
、

小
中
学
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
け

入
れ
を
し
て
い
た
だ
け
る
市
民
活
動

団
体
や
施
設
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
後
は
、
体
験
で
き
る
市
民
活

動
団
体
や
施
設
の
情
報
を
ま
と
め
た

情
報
誌
を
7
月
中
旬
ま
で
に
作
り
、

市
内
の
小
中
学
校
で
紹
介
す
る
ほ
か
、

公
共
施
設
で
配
布
し
ま
す
。

申
込
締
切
日

5
月
白
日
。
申
し
込

み
後
、
情
報
記
入
シ
I
ト
を
お
送
り

し
ま
す
。

。
懇
酷
献
金
「
子
ど
も
た
ち
に
N
P

0
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
を
」

日
時
・
場
所

5
月
お
日
同
午
後
1

時
却
分
か
ら
3
時
却
分
、
市
民
会
館

(
参
加
無
料
)

内
容
子
ど
も
と
一
緒
に
作
る
市
民

活
動
の
工
夫
や
子
ど
も
の
社
会
参
加

に
つ
い
て
意
見
交
換

対
象
子
ど
も
の
地
域
活
動
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
興
味
の
あ
る
方

申
し
込
み
・
圃
い
ず
れ
も
電
話
か

フ
ァ
ク
ス
か
E
メ
l
ル
で
氏
名
(
団

体
名
)
、
電
話
番
号
を
明
示
し
、
市

民
活
動
支
援
課
宮
7
1
8
5
・
1
4

6
7
附

7
1
8
5
・
5
7
7
7
E
メ

ー
ル
凹
E
回
忌
持
主
的
己
仏
o
c
@巳
q-

ωσ
野
0
・
nEσ
と匂

A 

R 
書 A
き (
個我

で琴
公市
/.J国
キ
1 際

曇2E
警鐘
て 5
し、て?
まは
す、

A
I
R
A
で
は
、
ユ
ネ
ス
コ
活

動
に
協
力
す
る
た
め
、
書
き
損
じ

ハ
ガ
キ
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

書
き
損
じ
の
印
円
ハ
ガ
キ
は
必

円
の
募
金
に
な
り
、
そ
の
ハ
ガ
キ

1
枚
が
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
は
ノ

ー
ト
1
冊
と
ボ
ー
ル
ペ
ン
2
本
に
、

イ
ン
ド
で
は
給
食
4
回
分
に
な
り

ま
す
。
わ
た
し
た
ち
に
も
で
き
る

ユ
ネ
ス
コ
活
動
へ
の
小
さ
な
協
力

で
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。
回
収
箱
は
事
務
局
に

設
置
し
て
い
ま
す
。

※
書
き
損
じ
ハ
ガ
キ
の
あ
て
名
や

住
所
は
マ
ジ
ッ
ク
な
ど
で
塗
り
つ

ぶ
し
て
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

圃

A
I
R
A
事
務
局
宮
7
1
8

3
・
1
2
3
1

~11JありがとうございましE
AIRAでは、昨年11月1日

から今年1月31日の間、ユ

ネスコ・世界寺子屋運動への

協力として「書き損じハガキ

ユネスコ募金Jキャンペーン
を行い、期間中に市民の皆さ

んから1102枚のハガキが寄
せられ、曲目;本ユネスコ協会

連盟に送ることができました。

この活動に対し、同ユネス

コ協会連盟から感謝状をいた

だきました。ご協力をいただ

いた皆さんに感謝いたします。

新たに柏健康福祉センター(柏保健所)

への許可申請(手数料1万7000円)
が必要になります。

。動物取扱業が登録制巴変更

ペッ トショッ九、どの動物取扱業を行

っている方は、柏健康福祉センター(柏
保健所)への登録申請(手数料..1業

種につき1万5000円)が必要になり
ます。

※詳しくは相健康福祉センター(相保

健所)c7167-1255ヘ

(f匂~f>>.く 2006 (平成18)年6目18
T記ぬd 動物愛護活ガ改正されます

主な改正点
。飼えなくなっ定飼い犬・飼いねこの

引き取りが有料化

実施時期 2006年6月1日から
費用 *生後91日以上の犬・ねこ…1

頭につき2000円 *生後91日未満の
犬・ねこ…1頭につき400円

。特定動物の繍・保管万全国一律の

許可制巴変更

サル、 卜ラ、ワこなどの特定動物(人

に危害を加える恐れがある危険な動物)

を飼養している方は、

失語症会話パートナー養成講座|こ参加し

ボランティア活動をしてみませんか

内容 失語症についての知識と会話技

術の習得

対象・定員市内でボランティア活動

ができる方、 15人(応募者多数の場

合は全日程参加できる方を優先)

参加費無料

申し込み・固電話かファクス(住所、

氏名、電話番号を明記)で6月2日ま

でに身体障害者福祉センターc7188・

0141 fAX7188-0242ヘ

失語症の方の地域活動を支援するた

め、養成講座を行います。ぜひ、ご参

加ください。

日時講習..7月4日.18日、 8月

8日.29日、 9月12日のいずれも火

曜日午後1聞から4時実習..7月
12目、 26日、 8月2日.23日、 9月

6日のいずれも水曜日午前9時30分

から正午(全10固)
場所身体障害者福祉センター

市役所の電話番号ft7185-1111 市役所のホームページアドレス http://www.city.abiko.chiba.jp図は「あぴこ楽校Jの事業です。
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-ー-
6 日
時時

⑫ 岳遭なとり./ び I~

出演者

7
月
お
日
出
午
後
2
時
か
ら

場
所
利
根
川
ゅ
う
ゅ
う
公
園
水
上

ス
テ
ー
ジ

対
象
・
官
官
貝

5
人
以
上
の
団
体
、

ロ
組
(
応
募
者
多
数
の
場
合
は
6
月

四
日
午
前
日
時
か
ら
教
育
委
員
会
大

会
議
室
で
公
開
抽
選
)

出
演
時
間
日
分

(
4
曲
)
以
内

参
加
費
最
初
の
1
曲
が
1
0
0
0

円

(
1
人
)
。
-
曲
増
え
る
ご
と
に

5
0
0
円

(
1
人
)
が
プ
ラ
ス
。
最

大
2
5
0
0
円

申
し
込
み
・
圃
郵
送
ま
た
は
フ
ァ

ク
ス
で
チ
ラ
シ
の
応
募
用
紙
(
市
民

プ
ラ
ザ
、
ア
ピ
ス
夕
、
湖
北
地
区
公

民
館
、
市
民
会
館
、
各
近
隣
セ
ン
タ

ー
に
用
意
、
ま
た
は
、
文
化
課
ホ
ー

ム
ペ

I
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
I
ド
)
に

必
要
事
項
を
明
記
し
、

6
月
日
日
消

印
有
効
で
教
育
委
員
会
文
化
課
宮
7

1
8
5
・
1
6
0
1
m
7
1
8
2
・

5
8
6
7
E
メ
I
ル

σ
E
E
@
a
q

曲
目
出

W
0・n
v
F白
』
旬
、
ホ

I
ム
ペ

I
ジ
7
3

匂い¥父
σロロ
W
白・
σF『仏
・同H
M
Z
帥・白
σFRo-口

Eσ
白・号

ム五副主-J
岡本信夫さん(鳥の博物館友の会)

寺田夏穿(罵の博物館)

申 タ
(キジ目キジ科)

写真

文

日
本
の
国
鳥
「
キ
ジ
」
は
と
て
も

身
近
な
烏
で
す
。
春
を
迎
え
た
4
月

頃
に
な
る
と
田
ん
ぼ
や
畑
の
少
し
高

く
な
っ
た
場
所
で
、
雄
の
キ
ジ
が
ケ

l
ン
、
ケ
l
ン
と
い
う
こ
声
の
後
に
、

ド
ド
ド
ッ
と
翼
を
体
に
打
ち
つ
け
て

大
き
な
音
を
立
て
る
「
ほ
ろ
打
ち
」

第12回手工芸特別講習会
日時 6月8日開 .9日樹.10日出 (10日は小学生体験教室)午前の部…午前9時30分から
11時30分午後の部・・午後O時30分から2時30分

場所 アビスタ(表内色付きのものは湖北地区公民館)

参加費無料(材料費別途)

申し込み・固 ハガキ、電話、ファクスのいずれかで5月31日必着で各講師ヘ(電話は夜間のみ)

ウ
オ
I
キ
ン
グ
講
座

日
時

6
月
2
日

-
M
日、

7
月
7

日
の
い
ず
れ
も
金
曜
日
午
前
9
時
却

分
か
ら
日
時
却
分
(
受
け
付
け
午
前

9
時
日
分
か
ら
)

場
所
ア
ピ
ス
タ

内
容
正
し
い
ウ
オ
l
キ
ン
グ
に
つ

い
て
の
講
義
と
実
践

持
参
運
動
靴
(
室
内
用
・
室
外
用
)
、

タ
オ
ル
、
パ
ス
タ
オ
ル
、
飲
み
物

健
康
き
わ
や
か
教
室

日
時

6
月
5
日
・
ロ
日
・
四
日
、

7
月
日
日
・

M
日
の
い
ず
れ
も
月
曜

日
午
後
1
時
か
ら
2
時
却
分
(
受
け

付
け
午
後
ロ
時
却
分
か
ら
)

場
所
ア
ピ
ス
タ

を
す
る
姿
を
よ
く
見
か
け
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

「
ほ
ろ
打
ち
」
は
、
な
わ
ば
り
宣

言
や
雌
を
呼
び
寄
せ
る
役
割
が
あ
り

ま
す
。雄

は
単
独
の
な
わ
ば
り
を
つ
く
り
、

雌
の
グ
ル
ー
プ
が
い
く
つ
か
の
雄
の

な
わ
ぼ
り
を
見
て
回
り
、
雄
は
や
っ

て
来
た
雌
に
赤
い
顔
を
膨
ら
ま
せ
、

頭
を
下
げ
、
翼
や
尾
羽
を
半
聞
き
に

し
、
締
麗
な
羽
の
模
様
を
見
せ
て
自

分
の
か
っ
こ
よ
さ
を
ア
ピ
ー
ル
す
る

か
の
よ
う
に
プ
ロ
ポ
ー
ズ
を
し
ま
す
。

雌
は
見
て
回
っ
た
中
で
一
番
気
に
入

っ
た
雄
と
結
婚
し
ま
す
。

今
の
季
節
、
手
賀
沼
周
辺
で
も
田

ん
ぼ
や
畑
に
自
を
や
る
と
、
あ
ち
こ

ち
で
オ
ス
の
キ
ジ
が
プ
ロ
ポ
ー
ズ
を

し
て
い
る
姿
が
見
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。

内
容
血
圧
測
定
、
健
康
体
操
(
筋

力
ア
ッ
プ
や
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
な
ど
)

持
参
運
動
靴
(
室
内
用
)
タ
オ
ル
、

パ
ス
タ
オ
ル
、
飲
み
物

H
共
通
項
目
H

対
象
者
・
定
員

ω歳
か
ら

ω歳
代

の
市
内
在
住
の
方
、
各
先
着
印
人
(
全

回
参
加
で
き
る
方
)

参
加
費
無
料

申
し
込
み
・
圃
電
話
で
保
健
セ
ン

タ
ー
宮
7
1
8
5
・
1
1
2
6

※
県
議
経
験
の
あ
る
方
は
、
ご
遠
慮

く
だ
さ
い

※
ど
ち
ら
か
1
つ
の
講
座
に
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

※
動
き
や
す
い
服
装
で
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

日程 部門・作品 持参 材料費 定員 講師名・申し込み・固
パンフラワー ラップ、お手ふき、持ち

1500円 10人
阿部乃里子'T270・1153緑

6 
午 (粘土でチューリップ)帰り用の袋 ト11.gft剛7182・8556

月
前 手踊み

0号かぎ針、縫い針 1350円 15人
鈴木通子'T270・1165並木

(バッグチャーム) 8・2-8ft剛7182・7669
8 

皮革工芸 メリヤスの自:市 (20mx 近藤恵美'T270・1137岡発戸
日 午 (さいふ、ペンケース)20c・)4枝、ビニール手袋

2200円 10人
1222 ft臥7182・1778

同 後粘土工芸 ラップ、お手ふき、ボ 関真由美'T270・1158船戸2・
(花のドアプレート) ンド 1300円 12人

20・12ft臥7182-4403
デコパージュ 約1.5仰の平筆2本、水入れ、

2350円 15人
机邦子'T270・1175青山台

(ナプキン立て) ボロ布、エプロン、広告紙 3・706ft剛7184・5737
ステンドグラス タオル、軍手、はさみ、

2000円 10人
正木美夜子'T270・1164つく

(チョウの窓飾り) エプロン し野1・15・8ft剛7184-4376

6 
午七宝焼

なし 1200円 10人
川濡睦子'T270・1132湖北

前 (銀コートペンダン卜) 台2・18・3ft剛7188・9391
月

和紙人形 緑川和子'T27ひ1144東我孫
9 

(桃割を結った少女)
はさみ、ものさし 1500円 10人

子2・23・6ft附7184・8011
日

フランス刺繍(ししゅう) 宮崎睦子'T270・1175青山台
幽 (ポーチ)

刺繍用針、はさみ 1500円 10人
4-4・20ft剛7184・5446

藤工芸 メジャー、花はさみ、
1500円 15人

椎名洋子'T270・1122中里
午 (舟形花かご) エプロン 215ft剛7188・1565
後パッチワーク 裁髄具、鉛筆B、紙切

1500円 15人
IJ噌ひろ子'T270・1108布佐平

(春の花) りはさみ、ものさし30ω 和台4・4・17ft似7189-0138

野
鳥
の
ヒ
ナ
を
見
つ
け
た
と
き
は
、

拾
わ
ず
そ
の
ま
ま
に
し
て
、
す
ぐ
そ

の
場
を
立
ち
去
り
ま
し
ょ
、
っ
。

Q
・
:
ど
う
し
て
ヒ
ナ
が
地
面
に
い
る

こ
と
が
あ
る
の
で
す
か
?

A
・
:
野
鳥
の
ヒ
ナ
の
多
く
は
、
卵
か

ら
か
え
っ
て
羽
が
生
え
そ
ろ
う
と
す

ぐ
に
巣
立
つ
の
で
、
巣
か
ら
飛
び
出

す
段
階
で
う
ま
く
飛
べ
ず
に
地
面
に

落
ち
る
ヒ
ナ
も
い
ま
す
。

Q
・
:
ヒ
ナ
を
見
つ
け
た
と
き
は
、
ど

う
し
た
ら
い
い
の
で
し
ょ
、
?
か
?

A
・
:
巣
立
ち
直
後
の
ヒ
ナ
は
あ
ま
り

動
き
ま
せ
ん
が
、
親
鳥
が
近
く
に
い

て
様
子
を
伺
っ
て
い
ま
す
。
人
が
ヒ

ナ
の
そ
ば
に
い
る
と
、
親
鳥
は
近
寄

れ
ま
せ
ん
。
そ
の
ま
ま
に
し
て
、
す

ぐ
に
そ
の
場
を
立
ち
去
り
ま
し
ょ
、
っ
。

ま
た
、
犬
や
ネ
コ
、
車
な
ど
の
危
険

が
あ
る
場
合
は
、
近
く
の
木
の
枝
先

に
と
ま
ら
せ
る
か
、
近
く
の
草
の
茂

み
の
中
に
置
い
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

親
鳥
は
姿
が
見
え
な
く
て
も
、
ヒ
ナ

の
声
で
気
づ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

Q
・
:
人
が
ヒ
ナ
を
育
て
る
こ
と
は
で

き
な
い
の
で
し
ょ
う
か
?

A
・
:
人
聞
は
、
ヒ
ナ
に
飛
ぴ
方
や
、

烏
に
と
っ
て
危
険
な
も
の
を
教
え
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
自
然
の
中
で

自
立
で
き
る
よ
う
に
育
て
る
の
は
難

し
い
こ
と
で
す
。
な
お
、
野
鳥
を
飼

う
こ
と
は
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま

す。※
怪
我
を
し
て
い
る
、
希
少
種
な
ど

放
っ
て
お
け
な
い
と
判
断
さ
れ
た
場

合
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
烏
の
博
物
館
ホ
I
ム

ペ
l
ジ
F
2旬
、
¥
若
者
宅

-E『仏
-g
z

帥・白
E
W
0
・nEσ
と
匂
¥
の
「
傷
病
救

護
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

圃
手
賀
沼
謀
・
内
線
4
6
2
、
烏

の
博
物
館
宮
7
1
8
5
・
2
2
1
2

対象・備考

パソコンに初めて触れる方

日程 部門・作品 持参 材料費 定員 講師名・申し込み・固

デコパージュ 約1.5仰の平筆2本、水入れ、
300円 8人

机邦子'T270・1175青山台
午 (えんぴつ立て) ボロ布、エプロン、広告紙 3・7・6ft剛7184・5737

6 
前 パンフラワー ラップ、お手ふき、持 阿部乃里子'T270・1153緑

月
(粘土でキャンドルのパラ)ち帰り用の袋

600円 10人
1・11-9ft剛7182・8556

10 
皮革工芸 近接恵美'T270・1137岡発

日 午 (さいふ) なし 600円 7人
戸1222ft剛7182・1778

国 後粘土工芸 ラップ、お手ふき、持 関真由美'T270・1158船戸
(お菓子のマグネット)ち帰り用の小箱 500円 8人

2・20-12ft剛7182・4403

山学生傭験按室

文字入力のできる方

文字入力のできる方

文字入力のできる方

文字入力ができ、ウインドウズ
の初歩的な操作のできる方

文字入力ができ、ウインドウズ
の初歩的な操作のできる方

問
一
問
一
閃

山一
一端
一哨

3500円3単元

ワード2003講座

工クセル2003講座

インターネット講座

デジタルカメラ講座
※デジタルカメラ持ち込み不可

3500円

受け付け時間午前10聞から午後6時

申し込み・固窓口、または電話かファクスで5月25日までに

市民プラザft7183・211HM7183・5300ヘ
※受講料は、教材費、通信費なとを含みます。

3単元お楽しみ(名刺作成)

災害専用電話(台風や大雨で災害が発生したとき)ft 7185・1743防災行政無線放送テレホンサービス(放送内容を確認したいとき)ft 0120-031676 ζ剃踊(eeぃ
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タ
イ
ト
ル
が
色
付
き
の
も
の
は
、
市
や
官
公
庁
主
催
・
共
催
の
も
の
で
す
。

黒
は
市
の
後
援
、
補
助
団
体
の
記
事
で
す
。
各
項
目
は
、
欄
外
の
よ
う
に
省

略
し
て
い
ま
す
。

で
か
け
て
み
ま
世
ん
か

第
げ
回
我
孫
子
さ
っ
き
展
示
会

.. -
日
5
月
幻
自
国

-m日
制
9
時
i
口

時
(
沼
田
は
日
時
ま
で
)

所
ア
ピ

ス
タ

内
子
ど
も
の

「
土
と
遊
ぶ
」

さ
っ
き
植
替
え
教
室
(
叩
時
5
日
時
、

小
学
生

1
高
校
生
、
各
日
先
着
目

人
)
、
花
後
の
算
定
、
植
替
え
(
実

技
指
導
)
〈
日
時
i
u時
、
日
時

i

u時
)
、
ピ
デ
オ
放
映
、
さ
っ
き
な

ん
で
も
相
談
、
抽
選
で
さ
っ
き
プ
レ

ゼ
ン
ト

費

無

料

圃
我
孫
子
さ
っ

き
会
・
橘
宮
7
1
4
9
・
1
3
4
3

川
畠
成
道
チ
ャ
リ
テ
ィ

バ
イ
オ
リ
ン
リ
サ
イ
タ
ル

日
7
月
1
日
出
U
時
開
演

所
松
戸

森
の
ホ
1
ル
幻

曲
目
ソ
ナ
タ

ト

長
調
K
3
0
1
(
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
)
、

ソ
ナ
タ
第
9
番
イ
長
調
作
品
川
引

「ク

ロ
イ
ツ
ェ
ル
」
(
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
)

ほ
か
出
川
畠
成
道
さ
ん
(
バ
イ
オ

リ
ン
)
、
ア
ン
ソ
ニ

l
・
ヒ
ュ

l
イ

ツ
ト
さ
ん
(
ピ
ア
ノ
)
費
S
席
4

5
0
0
円、

A
席
4
0
0
0
円、

B

席
3
5
0
0
円
(
全
席
指
定
)

入

場
券
壁
冗
・
型
原
の
会
・
笠
原
告

7
1
4
4
・
5
2
1
4

" 
怠

第
お
固
定
期
演
奏
会

第 1165号

日
6
月
日
日
制
比
時
開
演

所
市
民

会
館

曲
目
歌
劇

「
魔
笛
」
序
曲

(
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
)
、
バ
レ
エ
組
曲

「火
の
烏
」
1
9
1
9
年
版
(
ス
ト

ラ
ヴ
ィ
ン
ス
キ
l
)
、
交
響
曲
第
8

番
(
ド
ヴ
ォ
ル
ザ
ー
ク
)

出
富
平

日
・
:
日
時

所
・・・場所

恭
平
さ
ん
(
指
揮
)
、
我
孫
子
市
民

フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団
費

1
0
0
0
円
(
全
席
自
由
)
、
前
売

り
ペ
ア
チ
ケ
ッ
ト
1
5
0
0
円

入

場
券
販
売
所
市
民
会
館
内
売
庖
ひ
ろ

が
り
、
荒
井
書
庖
(
天
王
台
駅
南

口
)
、
ミ
リ
オ
ン
楽
器
(
我
孫
子
駅

南
口
)
、
す
ば
る
書
庖
(
我
孫
子
駅

南
口
)
、
東
京
事
務
器
(
湖
北
駅
南

口
)
、
写
真
の
お
ち
あ
い
(
布
佐
駅

東
口
)

圃
橋
本
宮
7
1
8
4
・
5

6
9
8
 

五
月
ま
つ
り
2
0
0
6

フ
リ
l
バ
ザ
l
ル

日
5
月
初
日
出
9
時
i
m時
(
雨
天

時
幻
日
制
)

所
我
孫
子
駅
南
口
商

庖
街
周
辺

内
な
に
が
あ
る
か
と
て

も
楽
し
み
!
フ
リ
l
パ
ザ
l
ル
、
豪

華
景
品
が
当
た
る
ピ
ン
ゴ
大
会
!

圃
我
孫
子
駅
南
口
商
庖
街
五
月
ま
つ

り
実
行
委
員
会
・
藤
本
宮
7
1
8
2

・
6
1
7
1

我
孫
子
市
詩
吟
連
盟
大
会

日
5
月
お
日
側
9
時
却
分
開
演

所

市
民
会
館

内
市
内
吟
詠
家
と
剣
舞

詩
舞
の
発
表
、
市
内
各
派
7
団
体
参

加
費
入
場
無
料

圃
津
川
宮
7
1

8
2
・
3
4
2
6

奉
加
し
て
み
ま
世
ん
か

3
母
市
民
ス
タ
ッ
フ

E
ヤ
マ
マ
ユ
ガ
の
ま
ゆ
で
工
作
し
よ
う

日
5
月
幻
日
冊
目
時
5
日
時

所
烏

の
博
物
館

内
日
本
だ
け
に
生
息
す

る
ヤ
マ
マ
ユ
ガ
が
つ
く
る
、
鮮
や
か

な
緑
色
の
マ
ユ
を
使
っ
て
、
メ
ジ
ロ

内
・・・内容

出
・
:
出
席
者

・
出
演
者

種
・・・種目

や
カ
エ
ル
な
ど
の
か
わ
い
い
動
物
を

工
作
し
ま
す

対
小
学
生
以
上
、
材

料
が
な
く
な
り
次
第
終
了
費
無
料

(
高
校
生
以
上
は
入
館
料
が
か
か
り

ま
す
)
圃
烏
の
博
物
館
宮
7
1
8

F
b
・つ
』つ』胃ょっ』

3
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
・
バ
ル
ー
ン
P

E

遊
び
の
遣
人
教
室

日
6
月
凶
日
回
目
時
初
分

5
日
時
初

分

所
布
佐
南
近
隣
セ
ン
タ
ー

内

細
長
い
風
船
を
ね
じ
っ
て
動
物
や
お

花
、
か
っ
こ
い
い
剣
粂
ハ

l
ト

型
の
リ
l
ス
な
ど
を
作
り
ま
す
。
作

っ
た
作
品
は
持
ち
帰
る
こ
と
が
で
き

ま
す
対
小
学
生
、
先
着
目
入
費

無
料
持
作
っ
た
作
品
を
持
ち
帰
る

た
め
の
大
き
め
の
袋

申
・
圃
電
話
、

フ
ァ
ク
ス
か
メ
l
ル
で
住
所
、
氏
名
、

学
校
、
学
年
、
電
話
番
号
を
明
示
し
、

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
宮
7
1
8

5
・
1
6
0
4
m
7
1
8
2
・
5
8

6
7
E
メ
l
ル
印
可
曲

w
g
w可
o
g
w
c

@aq-白
σ
F
W
0・n
F
Fど
。

回
す
く
す
く
広
場
ま
つ
り

日
5
月
幻
日
回
目
時
i
u時

所
す

く
す
く
広
場
(
市
民
会
館
2
階
)

肉
親
子
で
体
操
ほ
か

対
O
歳

1
未

就
学
児
と
そ
の
家
族
費
無
料

持

動
き
や
す
い
服
装
で

圃
す
く
す
く

広
場
宮
7
1
8
4
・
3
8
0
8

ウ
オ
l
ク・
m
て
が
ぬ
ま

日
5
月
幻
自
国
9
時
i
m時
千
代
田

線
北
柏
駅
前
で
受
付
(
コ

l
ス
図
と

完
歩
証
を
配
布
し
ま
す
)
・
臨
時
出

発
、
日
時
却
分
5
日
時
却
分
手
賀
沼

公
園
ゴ
l
ル
(
雨
天
実
施
)

コ
l
ス

北
柏
駅

S
柏
ふ
る
さ
と
公
園
S
展
望

台
i
道
の
駅
し
よ
う
な
ん
j
水
の
館

(
親
水
広
場

)
S烏
の
博
物
館
S
手

賀
沼
公
園
(
全
約
9
キ
ロ
)
費
無

料

持
帽
子
、
ご
み
袋
、
雨
具
な
ど

(
背
負
え
る
バ
ッ
グ
に
入
れ
る
と
安

全
で
す
)
主
東
葛
飾
地
区
体
育
指

導
委
員
連
絡
協
議
会

圃
教
育
委
員

対
・
:
対
象

・
定
員

費
・
・
・
費
用

会
体
育
課
宮
7
1
8
7
・
7
5
5
5

※
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
で
お

願
い
し
ま
す
。

認
知
症
の
方
の
家
族
の
集
い

日
5
月
お
日
同
日
時
加
分

1
日
時
加

分

所
保
健
セ
ン
タ
ー

内
介
護
方

法
や
日
ご
ろ
の
悩
み
な
ど
に
つ
い
て

情
報
交
換

対
認
知
症
(
痴
ほ
う
)

の
方
を
介
護
し
て
い
る
家
族
費
1

1
0
円
(
お
茶
代
)
圃
介
護
支
援

謀
宮
7
1
8
5
・
1
1
1
2

バ
ド
ミ
ン
ト
ン

シ
ニ
ア
・
初
心
者
交
流
会

日
6
月
日
日
出
8
時
加
分
受
け
付
け

所
市
民
体
育
館
種
男
女
ダ
ブ
ル
ス

対
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
シ
ニ

ア
と
初
心
者
の
方

(
1
人
で
も
参
加

可

)

費

1
人
8
0
0
円

小

・

中

・
高
生
1
人
5
0
0
円
申
・
圃
ハ

ガ
キ
に
2
人
の
住
所
・
時
制
・
年
齢

・
電
話
番
号
・
経
験
年
数
を
明
記
し
、

6
月
1
日
必
着
で
〒
2
7
O
I
l
-

-
4
新
木
野
4
の
M
の
幻
川
喜
田
靖

彦
君
7
1
8
8
・
9
2
7
4

硬
式
テ
ニ
ス
初
心
者
講
習
会

日
6
月
4
日
制
か
ら
毎
週
日
曜
日
9

時
i
U
時
(
全
5
回
、
雨
天
延
期
)

所
市
民
体
育
館
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

対

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
高
校
生

以
上
で
初
心
者
の
方
、
白
人
(
応
募

者
名
薮
の
場
合
は
抽
選
)
費
1
0

0
0
円

(
5
回
分
)
申
5
月
お
日

制
9
時
5
9
時
却
分
に
市
民
体
育
館

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
前
で
受
け
付
け

圃

黒
田
宮
7
1
8
4
・
9
7
6
4

A
'
R
A
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー

日
5
月
お
日
側
日
時
却
分

1
日
時

所
ふ
れ
あ
い
キ
ャ
ン
プ
場
(
五
本
松

公
園
と
な
り
)

対
先
着
別
人
(
当

日
参
加
不
可
)
費
1
5
0
0
円

(
中
学
生
以
下
5
0
0
円
、
未
就
学

児
無
料
)
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
割
引
あ
り

主
我
孫
子
市
国
際
交
流
協
会

(
A
I

持
・・・持参

R
A
)

申
・
圃
フ
ァ
ク
ス
か
E
メ

ー
ル
で
A
I
R
A
事
務
局
宮
7
1
8

3
・
1
2
3
1
m
7
1
8
3
・
2
0

0
5
E
メ
l
ル
5同
O
@中
包
『
と
匂

こ
も
れ
び
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

蕎
麦
打
ち
教
室

日
6
月
日
日
倒
・

7
月
2
日
倒
・

7

月
日
日
岡
山
時
1
日
時

所
近
隣
セ

ン
タ
ー
こ
も
れ
ぴ

内
初
心
者
向
け

の
そ
ば
打
ち

対
中
高
年
の
方
で
全

日
程
参
加
で
き
る
方
、
先
着
ロ
入

費
1
人
1
回
1
0
0
0
円

持

三

角

向
、
エ
プ
ロ
ン
、
タ
オ
ル
、
持
ち
帰

り
容
器

申
・
圃
電
話
か
直
接
近
隣

セ
ン
タ
ー
こ
も
れ
ぴ
宮
7
1
6
5
・

2
0
1
1
(
叩
時
S
U時
)

せ
っ
け
ん
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
聾
成
講
座

日
6
月
6
日

ω・
日
日

ω日
時
i
u

時
、
初
日

ω-M日
回
目
時
却
分
5

日
時
初
分
所
ア
ピ
ス
タ
内
経

や
自
然
環
境
に
や
さ
し
い
「
石
け
ん
」

に
つ
い
て
、
学
習
会
や
使
い
方
の
講

習
会

対
全
4
回
参
加
で
き
る
方
、

先
着
目
入
費
無
料
主
我
孫
子
市

石
け
ん
利
用
推
進
協
議
会
申
・
圃

電
話
で
商
工
観
光
課
・
内
線
3
2
9

ぼ
し
ゅ
う

臨
時
歯
科
衛
生
士

勤
務
日
時
過
1
5
2
日、

1
日
3
5

4
時
間
程
度
勤
務
内
容
乳
幼
児
の

健
診
・
相
談
業
務
、
高
齢
者
の
訪
問

指
導

対
歯
科
衛
生
士
の
資
格
を
持

つ
方
、
若
干
名
賃
金
時
給
1
3
4

0
円
(
通
勤
手
当
別
途
支
給
)

※
申
し
込
み
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、

保
健
セ
ン
タ
ー
宮
7
1
8
5
・
1
1

2
6
へ。

西
部
福
祉
セ
ン
タ
ー
臨
時
職
員

勤
務
日
時
月
初
日
勤
務
(
土
・
日
曜

日
勤
務
あ
り
)
、

8
時
加
分
S
U時

(
7
時
間
却
分
)
、

6
月
初
日
か
ら

申
・:
申
し
込
み
(
記
載
の
な
い
も
の
は
申
し
込
み
不
要
)

就
労

所
西
部
福
祉
セ
ン
タ
ー
勤

務
内
容
西
部
福
祉
セ
ン
タ
ー
事
務
全

般
(
パ
ソ
コ
ン
業
務
有
り
)
賃
金

時
給
8
3
0
円
(
通
勤
手
当
別
途
支

給
、
社
会
保
険
加
入
)

申
・
圃
5

月
お
固
ま
で
に
市
販
の
履
歴
書
に
記

入
し
(
写
真
添
付
)
、
我
孫
子
市
社

会
福
祉
協
議
会
へ
持
参
(
後
日
面
接

あ
り
)
宮
7
1
8
4
・
1
5
3
9

第
お
回
あ
や
め
ま
つ
り

青
空
市
出
庖
者

日
6
月
日
日
岡
山
時
i
M時
(
雨
天

時
四
日
)

所
手
賀
沼
公
園
募
集

区
画
先
着

ω区
画

(
1区
画
間
口
約

3
m
)

出
庖
費
3
0
0
0
円

申
・
圃
5
月
M
固
ま
で
に
出
庖
費
を

添
え
て
我
孫
子
市
商
工
会
宮
7
1
8

2
・
3
1
3
1
(土
・
日
曜
日
を
除

く
)湖

北
は
つ
ら
つ
ク
ラ
ブ
会
員

日
毎
月
第
2
・
4
土
曜
日
9
時
加
分

i
u時

所
湖
北
台
西
小
学
校
体
育

館
・
校
庭

内
健
康
体
操
、
シ
ョ
ー

ト
テ
ニ
ス
、
ペ
タ
ン
ク
な
ど
持
上

履
き
、
飲
み
物
、
タ
オ
ル
、
パ
ス
タ

オ
ル
(
床
に
敷
く
も
の
)
費
入
会

金
5
0
0
円
、
年
額
1
2
0
0
円

(
4月
S
翌
年
3
月
分
、
途
中
入
会

者
は
加
入
月
に
応
じ
た
会
費
と
し
ま

す
)

聞
広
沢
宮
7
1
8
8
・
4
4

3
8
 お

し
ら
ぜ

定
例
教
育
委
員
会

日
5
月
お
日
同
日
時
初
分
予
定
(
議

案
内
容
に
よ
り
変
更
あ
り
)

所
水

道
局
4
階
会
議
室

内
5
月
口
日
制

以
降
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

申

傍
聴
さ
れ
る
方
は
開
会
予
定
時
間
前

に
傍
聴
者
名
簿
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
担
当
の
指
示
に
従
っ
て
入
室
し

て
く
だ
さ
い

圃
教
育
委
員
会
総
務

課
宮
7
1
8
5
・
1
1
1
0

主
・
:
主
催
・
共
催

圃
・
:
問
い
合
わ
せ

重金自t箪I固瞳闘
日時・場所 5月27日出東我頚子駅から午前10鴎
スター卜(雨天の場合は5月28日間)
コース 旧水戸街道と一里塚→我頚子ゴルフ倶楽
部→岡発戸市民の森→滝前不動尊→八幡神社→目
立総合経営研修所(庭園公開中)

参加費 300円、庭園への入場は別途100円
主催あぴこガイドクラブ

申し込み・固 電話で5月22日までに栗田8

7183-5907 

※庭園公開運営費として我頚子の景観を育てる会

に納入されます。
主催我弼子の景観を育てる会
申し込み不要(直接会場ヘ)
固 吉津ft090・6034・9149(午前10聞から午後6時)

• 

S立総合経営jfjl商庭園公開必
網目立総合経営研修所のご厚意で、同研修所の

庭園の一部を公開します。準備運営は市民が協力
し、 「企業・個人が維持する建物、庭、 緑地を地
域の資瀬として、周辺の皆さんと一緒に理解し支
えていこうJという趣旨で行います。
日時 5月27日凶午前10時から午後4聞(受け付
けは午後3時まで) (雨天の場合は5月28日間)
場所 目立総合経営研修所(我諌子中学校前)

※駐車場はありません。
※ペット、飲食物の持ち込みはできません。
内容 同研修所の庭園を公開、フルートとコ力リ
ナの演奏、茶亭「ほととぎすJなどでの茶菓のサ
ービス、先着500人の方に四季のしおり、工コたい
肥をプレゼン卜。

参加費 100円(小学生以下無料)

事のある人生って織しい

日時 6月25日(日)午後2時から3鴎30分(開場午後1時)
場所 我孫子中学校体育館
内容 我課子中学校卒業生と在校生によるパネルディス力ッション

「わが人生 わが中学校時代J'"夢のある人生って楽しい~、パネ
リスト…青木功さん・海老原清治さん(プロゴルファー)、秋山望
美さん(現生徒会長)、コーディネーター…青木章さん(同窓会事
務局長)、総合司会・・山田愛里さん(TBSアナウンサー)
定員先着500人
費用入場券2000円
※収入の一部は、我孫子中学校に寄付されます。
入場券販売所 荒井書庖(天王台駅南口)、市民プラザ、我孫子中
学校

主催我孫子中学校同窓会
固我弼子中学校ft7182・引91

nネJLディスカvション
「わが人生わが申轡般時代j

市役所の電話番号宮7185-1111 市役所のホームページアドレス http://www.city.abiko.chiba.jp包 は「あびこ楽校Jの事業です。
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市
民
体
育
館

県
民
の
日
無
料
開
放

日
6
月
日
日
制

・
日
日
附
対
象
施

設
体
育
館
、
体
育
館
野
球
場
・
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
、
武
道
場
、
会
議
室
申

6
月
1
日
か
ら
市
民
体
育
館
窓
口
で

予
約
を
受
け
付
け
ま
す
圃
市
民
体

育
館
宮

7
1
8
7
・
1
1
5
5

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
タ
ッ
チ
パ
ネ

ル
情
報
端
末
か
ら
の
予
約
は
で
き
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

母
子
家
庭
自
立
支
援

給
付
金
事
業
ス
タ
ー
ト

市
で
は
、
「
母
子
家
庭
自
立
支
援

教
育
訓
練
給
付
金
事
業
」
を
始
め
ま

し
た
。
母
子
家
庭
の
母
の
就
労
を
支

援
す
る
た
め
の
教
育
訓
練
受
講
料
の

一
部
を
助
成
す
る
事
業
で
す
。
受
講

す
る
た
め
の
「
支
給
対
象
者
」
や
「
対

象
講
座
」
な
ど
、
事
前
の
相
談
が
必

要
と
な
り
ま
す
で
、
詳
し
く
は
、
保

育
課
・
内
線
4
4
9ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

馨
点
検
に
よ
る
図
書
館
の
休
館

月
お
日

ω
s
n日
樹

な
お
、
市
民
図
書
館
(
ア
ピ
ス
タ

内
)
、
湖
北
台
分
館
、
布
佐
分
館
で

は、

4
月
か
ら
第
2
火
曜
日
(
館
内

整
理
目
)
も
開
館
し
、
市
民
図
書
館

(
ア
ピ
ス
タ
内
)
で
は
、
土
・
日
曜

日
、
祝
日
も
却
時
ま
で
開
館
し
て
い

ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

圃
市
民
図
書
館
8
7
1
8
4
・
1
1

1
0
 

事
業
主
の
方
へ

U
年
3
月
新

卒
予
定
者
対
象
求
人
等
説
明
会

日
6
月
2
日
働
U
時
j
日
時
別
分

所
新
・
松
戸
商
工
会
館
(
松
戸
駅
西

口
徒
歩
6
分
)
内
前
年
3
月
新
規

卒
業
予
定
者
の
求
人
と
選
考
、
求
人

票
の
記
載
に
つ
い
て
岡
松
戸
公
共

職
業
安
定
所
宮
0
4
7
・
3
6
7
・

8
6
0
9
 

危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習
会

危
険
物
取
扱
作
業
従
事
者
は
、
危

険
物
取
扱
者
保
安
講
習
を
3
年
に
1

回
、
新
た
に
取
扱
作
業
に
従
事
し
た

方
は
、
従
事
し
た
白
か
ら
1
年
以
内

に
受
講
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

日
・
対
7
月
7
日
働
午
前
・
:
給
油
取

扱
所
、
午
後
:
・
給
油
取
扱
所
以
外
、

1
0
0
0人
所
流
山
市
文
化
会
館

。
湖
北
台
分
館
・
移
動
図
書
館
・
:
5

月
初
日
ω
j
6月
2
日
働
@
布
佐

分
館
:
・

6
月
6
日
ω
S
9日
働

。

市
民
図
書
館
(
ア
ピ
ス
タ
内
)
:
・

6

守
8
ぬ
V
③

ち
ゃ
れ

渡
遺
ひ
か
る
ち
ゃ
ん

(
我
孫
子
・

1
歳
2
カ
月
)

あ
敵
歩
と
フ
ン
フ
ン
ガ
大
路
ぎ

な
ひ
か
る
。
最
近
は
外
で
力
タ
力

タ
を
押
す
の
が
ブ
l
ム
で
す
。

常ζ

泉工

ゅ
う
す
吋

友
佑
ち
ゃ
ん

(泉・

1
歳
2
カ
月
)

い
つ
も
ニ
コ
ニ
コ
と
智
恵
の
よ

い
甘
え
ん
埼

5
歳
上
の
姉
の
後

ろ
を
く
っ
つ
い
て
歩
い
て
い
ま
ザ
。

(
流
山
市
加
1
の
時
の
2
)

費
受

講
料
4
7
0
0円
(
千
葉
県
収
入
証

紙
で
)
申
・
圃
受
講
申
請
書
(
各

消
防
署
・
分
箸
に
用
意
)
に
必
要
事

項
を
明
記
し
、

5
月
mm
日
3
6月
2

日
の
聞
に
消
防
本
部
予
防
課
へ
持
参

8
7
1
8
1
・
7
7
0
2

平
成
均
年
度
国
民
生
活
基
礎
調
査

我
孫
子
市
の
一
部
の
地
区
で
、

ω

年
6
月
1
日
現
在
の
状
況
で
、
厚
生

労
働
省
に
よ
る
平
成
四
年
国
民
生
活

基
礎
調
査
が
行
わ
れ
ま
す
。
調
査
の

対
象
と
な
る
世
帯
へ
は
、
事
前
に
調

査
員
が
お
願
い
に
伺
い
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
調
査
員
は
身
分
証
明
書
を

携
帯
し
て
い
ま
す
。
何
か
不
審
な
点

が
あ
り
ま
し
た
ら
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

圃
相
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
(
相
保
健

所
)
E
7
1
6
7
・
1
2
5
5

圏
内
ハ
ン
セ
ン
病
癒
養
所

入
所
者
等
に
対
す
る
補
償
金
制
度

請
求
期
限
6
月
幻
自
制
対
%
年
3

月
担
固
ま
で
に
国
立
ハ
ン
セ
ン
病
療

養
所
な
ど
に
入
所
さ
れ
て
い
た
こ
と

が
あ
り
、
「
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
入

所
者
等
に
対
す
る
補
償
金
の
支
給
に

関
す
る
法
律
」
施
行
日
(
例
年
6
月

幻
自
)
に
お
い
て
生
存
さ
れ
て
い
る

方
で
次
の
①
②
以
外
の
方
①
す
で

に
補
償
金
を
受
け
て
い
る
台
②
ハ
ン

セ
ン
病
に
関
す
る
裁
判
上
の
和
解
が

よみがえれ手賀沼
国の定める手賀沼の

水質環境基準 (C0 0値) 以下

千葉県湖沼水質保全計画による
年平均目標COD値

平成18年4月、月平均COD値
採水場所:手賀沼公園沖

平成17年4月、月平均COD値
採水場所:手賀沼公園沖

成
立
し
て
い
る
方
請
求
書
配
布
窓

口
相
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
(
相
保
健

所
)
健
康
生
活
支
援
課
8
7
1
6
7
・

1
2
5
5、
千
葉
県
庁
健
康
福
祉
部

疾
病
対
策
理
感
染
症
対
策
室
ハ
ン
セ

ン
病
担
率
-8
0
4
3
・
2
2
3
・
2

6
6
5

請
求
書
提
出
先
・
圃
厚
生

労
働
省
健
康
局
疾
病
対
策
課
ハ
ン
セ

ン
病
係
宮

ω・
5
2
5
3
・
1
1
1

1
内
線
2
9
8
0
、
2
3
6
9

「
蛍
の
広
場
」

幼
稚
園
の
施
設
を
開
放

日
平
日
目
時
初
分
1
M時
(
孔
参
は

日
時
却
分
ま
で
)
所
若
草
幼
稚
園

(
中
里
5
1
5
)

内
外
遊
び
(
ド
ツ

ヂ
ボ
l
ル
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
な
ど
て

見
虫
の
観
察
、
室
内
遊
び
(
卓
球
、

読
み
聞
か
せ
な
ど
て
特
別
メ
ニ
ュ

ー
(
工
作
、
茶
道
、
書
道
、
囲
碁
な

ど
の
い
ず
れ
か
を
月
2
回
)
、
季
節

の
行
事
(
お
月
見
、
芋
掘
り
、
も
ち

つ
き
な
ど
)
対
小
学
生
、
先
増
加

入

費

1
0
0
円
程
度
(
お
や
つ

代
)
、
そ
の
他
材
料
費
圃
中
野
8

7
1
8
8
・
2
0
2
6
、
E
7
1
8

8
・
0
6
8
1
(夜
間
)

マ
ン
シ
ョ
ン
生
活
セ
ミ
ナ
ー

日
6
月
3
日
出
比
時
1
口
時
所
我

孫
子
地
区
公
民
館
内
集
合
住
宅
特

有
の
問
題
・
課
題
を
居
住
者
の
視
点

か
ら
わ
か
り
や
す
く
解
説
対
マ
ン

シ
ョ
ン
管
理
組
合
・
理
事
会
役
員
・

居
住
者
な
ど
、
先
増
加
入
費
無
料

申
・
圃
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で

N
P
O

法
人
マ
ン
シ
ョ
ン
オ
ー
ナ
ー
ズ
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
E
7
1
5
8
・
0
0
1

9
m
7
1
5
9
・
3
6
0
6

税
理
士
に
よ
る
無
料
相
談
会

日
5
月
口
日
制
叩
時
j
日

時

所
千

葉
県
税
理
士
会
相
支
部
事
務
局
(
柏

郵
便
局
本
局
前
)
内
消
費
税
や
相

続
な
ど
税
金
の
こ
と
で
の
相
談
に
税

の
プ
ロ
が
無
料
で
回
答
対
予
約
先

磐
8
人
(
相
談
時
間
1
人
約
却
分
)

申
・
圃
電
話
で
税
理
士
会
相
支
部
事

務
局
8
7
1
6
4
・1
7
1
9
(土・

日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
)

不
用
園
田
情
報

"
語
り
ま
す
"

。
無
料
で
市
二
段
ベ
ッ
ド
:
・
斎

藤
宮
7
1
6
9
・
6
6
7
1

ホ
セ
ミ
ダ
ブ
ル
ベ
ッ
ド
、
イ
ス
4

脚
:
上
野
宮
0
9
0
・
2
1
4
2

・
6
7
0
6

申
し
込
み
各
連
絡
先
へ
直
接
電

話
し
て
く
だ
さ
い
。

利
用
上
の
注
意
衣
類
、
自
動
車
、

生
き
物
は
取
り
扱
い
ま
せ
ん
。

※
掲
載
の
申
し
込
み
・
問
い
合
わ

せ
は
、
ふ
れ
あ
い
工
房
宮
7
1
8

6
・5
5
0
0
へ
(
月
曜
日
休
館
)
。

市内交通(人身)事故発生件数
(我孫子警察署管内・ 4 月~Iìl日現在)
4月の発生件数 57件
今年の発生件数(1月-)209件
前年同期比 -3件

4月の死者数 0人
今年の死者数 2人
前年同期比 ー1人

4月の負傷者数 62人
今年の負傷者数 251人
前年同期比 +3人

25日同水道料金

このコーナーに掲織を希望する方
は、広報掲緩依頼書(市役所広報室

に用意または我孫子市のホームペー
ジからダウンロード)に必要事演を
記入のうえ、掲緩希望日の1カ月前
までに広報室ヘ提出してください。
掲織する内容はイペン卜名・目的・

場所・内容・賓用・問い合わせ先な

どです。詳しい内容の確認は、当事

者間で行うようお願いします。
圃広報室ft?185伊1269

公共施設利用の活動let、優先的l之
湯所ガ確保されているものではあ
りまぜん。

-v 
講
演
・
催
し

V
ビ
l
ズ
フ
ラ
ワ
ー
作
品
展

5
月

時
日
ω
j
m日
制
8
時
初
分
j
a時

(
最
終
日
の
み
四
時
ま
で
)
。
ア
ピ

ス
タ
1
階
・

2
階
ガ
ラ
ス
展
示
棚
。

無
吋
細
川
ピ
1
ズ
フ
ラ
ワ
ー
教
室

E
7
1
8
3
・
6
5
8
5

V
ハ
ン
ギ
ン
グ
バ
ス
ケ
ッ
ト
講
習
会

5
月
初
日
出
9
時
1
日
時
。
我
孫
子

駅
南
口
「
和
楽
」
前
。
先
磐
加
入
。

2
5
0
0円
(
材
料
費
)
。
電
話
で

癒
し
と
や
す
ら
ぎ
の
ガ
ー
デ
ン
ク
ラ

ブ
・
岩
切
E
7
1
8
2
・
2
7
5
2

V
な
ぎ
な
た
教
室

5
月
四
日
・

mm

白
幽
9
時
加
分
1
日
時
却
分
。
市
民

体
育
館
武
道
一
喝
先
磐
叩
人
。
無
吋

大
橋
g
m
7
1
8
4
・
2
1
0
4

V
大
学
生
と
遊
ぶ
寸
ハ
ズ
ル
を
作
っ

て
世
界
を
知
ろ
う
」

5
月
幻
自
国
、

6
月
呂
田
回
目
時

sロ
時
。
自
分
の

パ
ズ
ル
を
作
っ
て
世
界
の
形
、
国
々

の
位
置
を
知
る
。
小
・
中
学
生
。

5

0
0円
。
テ
ラ
ス
あ
ぴ
こ
宮

7
1
8

q
u
-
Q
U
Q
U
氏
U
氏
U

V
聞
こ
え
の
悪
い
人
遣
の
集
ま
り

5
月
mm
日
働
時
時
j
日
時
。
ア
ピ
ス

タ
和
室
2
0
漢
字
で
楽
し
く
!
。
耳

の
聞
こ
え
の
悪
い
方
と
そ
の
家
族
の

方
対
象
。
無
料
。

N
P
O千
葉
県
中

難
協
我
孫
子
地
区
会
・
上
野
g
m
7

1
8
3
・
2
7
1
7

V
ボ
l
ト
免
許
更
新
講
習
会

6
月

日
日
制
ロ
時
鉛
分
j
H
時
鈎
分
。
さ

わ
や
か
千
葉
県
民
プ
ラ
ザ
。

5
月
初

固
ま
で
に
免
状
コ
ピ

I
、
写
真
2
枚、

住
民
票
、

1
方
1
0
0
0
円
を
用
意
。

小
池
宮

7
1
8
2
・
1
0
1
5

V
3泊
4
日
フ
ィ
リ
ピ
ン
チ
ャ
レ
ン

ジ
ツ
ア
l
説
明
会

5
月
初
日
回
目

時
別
分
。
明
治
国
際
ア
カ
デ
ミ
ー
。

海
外
研
修
内
容
説
明
。

s
I
S
Uあ

ぴ
こ
宮

7
1
0
5
・
5
5
8
0

V
第
げ
回
我
孫
子
盆
栽
山
野
草
ク
ラ

ブ
会
員
展
示
会

5
月
初
日
出
・
幻

日
制
9
時
j
m時
。
脅
木
園
植
木
鉢

セ
ン
タ
ー
。
松
相
類
、
季
節
の
花
、

盆
栽
・
山
野
草
類
、
寄
せ
植
え
。
林

(
そ
ぱ
治
)
E
7
1
8
2
・
8
5
2

0
(凶
時
S
U時
)

V
第
3
固
か
や
の
木
ま
つ
り

5
月

初
日
出

1
m日
制
。
守
谷
市
ジ
ョ
イ

フ
ル
本
田
よ
こ
。
幻
自
国
日
時
j
m

時
は
ジ
ャ
ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
。
先

磐
加
入
。

2
0
0
0円
。
か
や
の
木

ま
つ
り
実
行
委
員
長
・
長
尾
8
7
1

8
4
・
6
0
6
6

会
員
・
仲
間
募
集

V
リ
ト
ル
・
カ
ラ
テ
・
ク
ラ
ブ

毎
週
倒
8
時
初
分

i
m時
。
並
木
小

学
校
体
育
館
。
幼
稚
園
j
中
学
生
。

⑨
2
0
0
0円
。
吉
岡
宮
7
1
8
4

・
2
5
7
7

V
あ
び
っ
子
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

毎

週
側
口
時
却
分
j
m時
初
分
。
第
4

小
学
校
体
育
館
。
幼
児
j
小
学
生
の

体
操
教
室
。
一
緒
に
楽
し
く
体
を
動

か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
無
料
体
験
あ

り
。
入
3
0
0
0
円
、
⑨
2
5
0
0

円
。
谷
内
包

7
1
8
5
・
5
8
0
7

V
フ
ラ
ダ
ン
ス
教
室
ク
ク
イ
ア
ロ
ハ

毎
月
第
1
・
2
・
3
側
日
時
j

U
時

却
分
。
あ
ぴ
こ
文
化
学
園
湖
北
台
教

室
。
み
ん
な
で
楽
し
く
フ
ラ
を
踊
り

ま
せ
ん
か
。
講
師
・
:
町
田
屋
基
子
。

⑨
3
5
0
0
円
。
電
話
で
松
本
8
7

1
4
9
・
0
2
1
3
(
日
時
以
降
)

V
ビ
ュ

l
テ
ィ
l
ク
ラ
ブ
新
木
教
室

毎
週
側
日
時

sロ
時
。
新
木
近
セ
。

音
楽
に
合
わ
せ
て
楽
し
く
身
体
を
動

か
し
て
い
ま
す
。

5
月
幻
自
・

mm目

に
無
料
体
験
を
行
い
ま
す
。
年
齢
は

問
わ
ず
。
⑨
3
0
0
0円
。
物
部
8

7
1
3
9
・
1
6
8
6

V
親
子
英
語
サ
ー
ク
ル

毎
週
働
9

時
お
分
j

U
時
mw
分
、
品
分
ク
ラ
ス

を
3
因
。
ア
ピ
ス
タ
。
絵
本
、
カ
ル

タ
取
り
、
歌
、
リ
ト
ミ
ッ
ク
な
ど
英

語
で
楽
し
む
。
未
就
園
児
。
入
1
1

0
0
円
、
⑨
3
7
0
0
円
。
リ
ト
ル

パ
1
ド
E
7
1
8
6
・
3
4
5
6

V
懐
し
い
歌
を
一
緒
に
歌
う
会

5

月
お
日

ωか
ら
毎
月
第

4ωu時
鉛

分
S
M時
。
ワ
イ
ン
の
庖
チ
ャ
l
リ

1
(柴
崎
台
2
の
9
)
。
指
導
者
:
・
ソ

プ
ラ
ノ
声
楽
家
。
声
を
合
わ
せ
て
大

声
で
歌
、
っ
。
⑨
1
0
0
0円
。
内
山

8
0
9
0
・
8
0
3
1
・
4
8
8
8

V
マ
マ
さ
ん
パ
ス
ケ
「
あ
け
ぼ
の

p
」

毎
週
側
四
時
却
分

s
a時
、
久
寺
家

中
。
毎
週
回
目
時
j
a時
、
富
勢
中

な
ど
。
バ
ス
ケ
ッ
ト
経
験
者
(
学
生

不
可
)
。
年
5
0
0
0
円
、
ス
ポ
ー

ツ
保
険
1
5
0
0円
。
竹
内
包

7
1

8
3
・
8
1
5
9
(
四
時
以
降
)

V
社
交
ダ
ン
ス

初
心
者
・
:
毎
週
日

比
時
鉛
分

s、
-
回
5
0
0円
(
女

性
1
カ
月
無
料
)
。
初
級
者
:
・
毎
週

働
問
時

s、
⑨
2
5
0
0円
。
我
孫

子
商
工
会
館
。
ピ
ュ

l
テ
ィ
l
ダ
ン

ス
フ
レ
ン
ズ
・
吉
田
宮

7
1
8
3
・

2
6
1
9
 

V
我
孫
子
シ
ニ
ア
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

毎
週
附
U
時
j
m時
却
分
。
湖
北
台

市
セ
ほ
か
。
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
曲
を
演

奏
す
る
叩
歳
以
上
の
楽
団
。
特
に
バ

イ
オ
リ
ン
、
マ
ン
ド
リ
ン
、
チ
ェ
ロ

を
歓
迎
。
⑨
3
0
0
0
円
。
岡
村
君

削

7
1
8
8
・
3
3
2
2

近セ=近隣センター、市セ=市民センター、布佐ステ=布佐ステーションホール、入=入会金、⑮=月会費、年=年会費I市民伝言板jの各項目は、右のとおり省略しています。
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手
賀
沼
写
真
コ

皆
さ
ん
の
力
作
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

ク
リ
ー
ン
手
賀
沼
推
進
協
議
会
で

は
、
手
賞
沼
の
表
情
を
広
く
紹
介
す

る
第
幻
回
手
賀
沼
写
真
コ
ン
ク
ー
ル

の
応
募
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

皆
さ
ん
の
力
作
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

テ
ー
マ
手
賀
沼
と
周
辺
の
自
然
景

観
、
手
賀
沼
と
人
と
の
ふ
れ
あ
い
を

-ー-

給賃巴、3sび之産『コシヒカリ」
4月から全小・中学校で

ン
ク
ー
ル

表
現
し
た
写
真

規
格

6
ツ
切
り
か
ら
4
ツ
切
り
判

(
ワ
イ
ド
判
も
可
)
。
イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ

ト
プ
リ
ン
タ
を
使
用
の
場
合
は
写
真

専
用
の
プ
リ
ン
ト
用
紙
に
A
4
か
ら

4
ツ
切
り
判
(
ワ
イ
ド
判
も
可
)

※
い
ず
れ
も
横
位
置
で
、
カ
ラ
1
・

モ
ノ
ク
ロ
ど
ち
ら
で
も
可
。

※
合
成
・
加
工
な
ど
の
編
集
を
し
た

も
の
は
不
可
。

応
募
規
定
未
発
表
で
他
の
コ
ン
ク

ー
ル
な
ど
に
応
募
し
て
い
な
い
自
作

品
1
人
3
点
ま
で
で
、
過
去
2
年
以

内
に
撮
影
さ
れ
た
も
の
(
市
販
目
的

の
な
い
出
版
物
、
ク
ラ
ブ
展
、
個
人

的
な
ホ
I
ム
ペ

I
ジ
に
掲
載
さ
れ
た

も
の
は
可
)

4月から市内小・中学校全校の給食で、
あぴこ産「コシヒカリJが使用されてい
ます。このお米は、市内の15の農家が作
ったもので、各学校週3回程度食べてい
ます。

あぴこ産「コシヒ力リJを食べた、新
木小学校の子どもたちは、 「お米があま

ーいJi毎日食べたいなJなどと話して

※
応
募
作
品
は
手
賀
沼
カ
レ
ン
ダ
ー

や
刊
行
物
な
ど
に
使
用
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
、
返
却
し
ま
せ
ん
。

※
被
写
体
の
肖
像
権
、
著
作
権
に
は

十
分
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
人
物

を
撮
影
す
る
際
は
、
必
ず
被
写
体
の

承
諾
を
得
て
く
だ
さ
い
。

表
彰

最
優
秀
賞
、
優
秀
賞
、
入
賞

(
入
選
者
に
は
7
月
中
句
ご
ろ
通
知
)

応
募
方
法
作
品
の
裏
面
に
必
要
事

項
を
明
記
し
た
応
募
票
(
手
賀
沼
課

に
用
意
)
を
作
品
の
天
地
に
あ
わ
せ

を
う
ふ

て
貼
付
し
、

6
月
1
日
か
ら
羽
田
必

着
で
一
T
2
7
o
l
-
-
9
2市
役
所

手
賞
沼
課
(
住
所
省
略
可
)
へ
郵
送

ま
た
は
持
委

圃
手
掛
界
沼
謀
・
内
線
4
6
7

多くの盲準犬が育ってほしい
布佐小児童が盲導犬育成募金のお手伝い

国
関

置
暢"'e 

•• 
dm 

'
A
n
 

ス
ポ
ー
ツ
振
興
応
援
団
は
、
中
央

学
院
大
学
陸
上
競
技
部
と
N
E
C
ラ

グ
ビ
ー
部

「
グ
リ
ー
ン
ロ
ケ
ッ
ツ
」

を
は
じ
め
、
全
国
レ
ベ
ル
で
活
躍
す

る
市
内
の
ス
ポ
ー
ツ
チ
I
ム
、
ス
ポ

ー
ツ
選
手
を
応
援
し
ま
す
。

応揺固の

4月29日、布佐駅東側大通りで行われた

布佐新緑まつりで、布佐小児童が盲導犬の育
成募金活動のお手伝いをしました。(写真)
これは、我頚子ライオンズクラブが行って

いるもので、募金は多くの盲導犬を育てるた
めの訓績などに使われます。

子どもたちは、多くの人が
往来するなか、大きな声をあ

け募金を呼びかけていました。

幸義〈開園手畠〉巴六叡声
生涯学習あびこ議緩フェスティパルで 会員を事集

昨
年
度
は
、
箱
根
駅
伝
応
援
パ
ス

ツ
ア
I
(写
真
上
)
や
ラ
グ
ビ
ー
日

本
選
手
権
決
勝
戦
応
援
パ
ス
ツ
ア
ー

(
写
真
下
)
な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。

今
杢
度
も
全
国
レ
ベ
ル
で
活
躍
す
る

市
内
の
ス
ポ
ー
ツ
チ
l
ム
な
ど
の
応

援
を
行
い
ま
す
。

新
規
に
入
会
を
希
望
す
る
方
、
引

き
続
き
会
員
に
な
っ
て
い
た
だ
け
る

方
は
、
我
孫
子
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
応

援
団
事
務
局
(
我
孫
子
市
商
工
会

内
)
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

圃
同
事
務
局
宮
7
1
8
2
・
3
1

3
1
 

企箱根駅伝4月1日から30日まで、アビスタなどで、
「生涯学習あぴこ楽枝フエスティパJレJが行
われました。これは、生涯学習を始める方
を応援し、学びの広がりをつくるため、講
演会や体験学習、展示などを行うものです。

15目、アビスタで行われた手妻の会場は、

男太郎さん(写真〈手妻膨)と来場者が一
緒に手妻を行うなど、会場は大歓声に包ま
れていました。

企ラグビー日本選手権決勝戦

短歌
榊原敦子選創出町の信

守・少書
H選

句

んだ肘

t
谷
崎

。

染
島

に
ぎ賑

は
ひ
は
と
げ
ぬ
き
地
蔵
の
商
唐
街
夏
帽
を
置
く
庖
に
寄
り
た
り
下
回
繁
樹

ま
ぶ

{評
}

夏
帽
は
か
ん
か
ん
帽
で
あ
ろ
う
か
。
肱
し
い
季
節
を
呼
ぶ
そ
れ
は
大
正
決
漫
の
香
り
。

築

Pっ
た
れ
て
す
の
き
ら
め
く
に
私
の
腰
は
逆
イ
ナ
パ
ウ
ァ

l

若

狭

富

美

喜
人
生
に
は
数
々
の
避
け
難
い
困
難
が
あ
る
。
そ
れ
を
笑
い
飛
ば
す
発
想
は
生
き
る
哲
。

「わ
た
し
っ
て
、
こ
ん
な
に
美
人
!
」
ケ
l
タ
イ
の
画
面
に
ぬ
っ
と
九
歳
の
顔
石
河
和
子

花
咲
い
て
入
国
あ
さ
あ
き
通
う
道
あ
か
毛
の
マ
マ
は
子
の
手
は
な
せ
ず
(
新
か
な
)
秋
葉
清

磯
の
答
の
弘
、
っ
渚
を
踏
み
し
め
て
崩
る
る
砂
を
春
と
思
い
ぬ
(
家
主
田
所
道
正

母
の
く
に
へ
フ
ジ
コ
・
ヘ
ミ
ン
ゐ
問
寸
鉱
山
町
に
し
も
花
散
り
か
か
り
嘉
戸
健
治

贈
り
に
し
金
の
ブ
ロ
ー
チ
も
ど
り
来
ぬ
母
の
形
見
の
一
つ
と
な
り
て
新
藤
道
子

そ

の

ヰ

の

父

の

仕

草

忠

康

節

句

の

践

の

最

ひ

っ

ぱ

る

津

村

阿

墨

皆
さ
ん
か
ら
の
投
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
締
め
切
り
は
、
毎
月
初
日
必
着
。
ハ
ガ
キ
で
1
人
1
作
巴
限
り
ま
す
。

「
膏
少
年

(w
m以
下
)
の
部
」
ヘ
応
募
す
る
方
は
、
必
ず
年
齢
そ
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

応
薗曹
先

一T
2
7
o
l
-
-
9
2
市
役
所
広
報
室

(住
所
省
略
司
)
ヘ

ほ100 直~. この広報紙は 100%再生紙・大豆インクを使用しています。

チ膏精パ大そ顔 l媛 壇
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四
月
の
中
町
時
営
問
市
民
の

森
を
訪
れ
る
と
、
新
芽
を
伸
ば
し

始
め
た
ゼ
ン
マ
イ
が
あ
り
ま
し
た
。

冬
に
な
る
と
、
ゼ
ン
マ
イ
の
地

上
部
は
枯
れ
ま
す
が
、
地
下
に
は

都
慌
の
械
的
和
が
眠
っ
て
い
て
、

春
に
な
る
と
芽
を
出
し
、
葉
を
広

げ
ま
す
。

か
ぶ

し
の
頃
は
綿
毛
を
被
っ
て

ま
る
ま
っ
て
い
ま
す
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胞

子
葉
は
初
め
は
緑
色
、
や

が
て
褐
色
に
変
わ
り
、
胞

子
の
散
布
が
終
わ
る
と
、

す
ぐ
に
枯
れ
ま
す
。
ゼ
ン

マ
イ
の
組
頭
山
総
創
刊
で
、

吋
若
芽
が
銭
の
よ
う
に
巻
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こ
と
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ま
す
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時
計
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ン
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形
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ゼ
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ゆ
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に
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し
、
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干
し
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ら
、
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で
乾
か
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の
だ
そ
う
で
、
手
聞
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か
か
り
ま
す
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